
If,

は
じ
め
に

一
九
九
三
年
度
を
も
っ
て
、
理
工
学
部
は
衣
笠
キ
ャ
ン
・
ハ
ス
に
お
け
る
授
業
を
閉
校
し
、
滋
賀
県
草
津
市
の
「
び
わ
こ
・

く
さ
っ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
へ
移
転
す
る
。

立
命
館
大
学
理
工
学
部
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
に
新
制
立
命
館
大
学
の
一
学
部
と
し
て
発
足
し
、
衣
笠
キ
ャ
ン

・
ハ
ス
で
四
五
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
。
そ
の
前
史
三
五
年
を
辿
れ
ば
、
同
学
部
の
前
身
に
立
命
館
専
門
学
校
・
立
命
館
大
学
専
門

雲
は
じ
め
に

一
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
設
立

二
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
設
立

二
専
門
学
部
へ
の
改
組
と
そ
の
後

川
満
州
川
委
託
生
制
庇
の
終
馬

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
ｌ
理
工
学
部
煎
史
の
一
駒
Ｉ

伊

藤
武
夫
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学
部
工
学
科
お
よ
び
理
学
科
・
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
・
立
命
館
高
等
工
科
学
校
か
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
起
源
は
一
九
一

川
（
大
正
三
）
年
設
立
の
電
気
工
学
講
習
所
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
な
か
で
も
理
工
学
部
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
一
九

三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
に
開
学
し
た
「
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
」
で
あ
っ
た
。

同
校
は
満
州
事
変
以
降
の
我
が
国
の
大
陸
経
営
政
策
と
深
く
結
び
つ
い
た
技
術
者
養
成
機
関
で
あ
り
、
満
州
国
政
府
給
費
生

を
受
託
し
、
短
期
に
専
門
学
校
卒
業
水
準
の
鉱
工
業
技
術
者
を
養
成
し
て
同
国
に
送
り
出
す
わ
が
国
で
も
特
異
な
位
置
に
あ
る

工
業
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。
同
校
は
当
時
の
阿
策
遂
行
の
一
環
に
位
置
す
る
学
校
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
専
門
学
校
の
設
立
に

よ
り
戦
時
下
の
立
命
館
は
一
躍
、
国
際
的
な
展
開
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
Ｈ
の
新
し
い
科
学
技
術
水
準
の
も
と
で
、
一
九
九
四
年
度
か
ら
、
理
工
学
部
は
「
び
わ
こ
・
く
さ
っ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
お

い
て
、
よ
り
広
く
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
科
学
技
術
の
教
育
と
研
究
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
に
あ
た
り
、
現
理
工

学
部
発
足
の
基
礎
と
な
っ
た
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
設
立
と
そ
こ
に
学
ん
だ
生
徒
の
動
向
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
概
括
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。
同
校
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
で
記
述
さ
れ
、
『
立
命
館
理
工
学
部
六
十
五

（
１
）

（
２
）

年
小
史
』
な
ど
を
通
し
て
も
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
る
。
さ
ら
に
原
正
敏
・
隈
部
智
雄
氏
の
論
考
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

ら
を
参
考
と
し
つ
つ
、
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
で
収
集
し
た
資
料
に
よ
り
史
実
を
多
少
詳
し
く
捕
捉
し
、
戦
時
体
制
の
強
化
の

も
と
で
年
を
追
っ
て
学
科
と
教
育
内
容
を
再
編
成
し
て
い
っ
た
同
校
の
足
ど
り
を
編
年
史
の
か
た
ち
で
再
現
し
、
今
後
さ
ら
に

追
跡
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、
こ
の
ノ
ー
ト
で
は
、
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
設
立
ま

で
の
経
緯
に
重
点
が
お
か
れ
、
戦
時
体
制
下
の
立
命
館
大
学
の
動
向
を
総
体
的
に
と
ら
え
、
そ
の
な
か
に
同
校
の
歴
史
的
位
置

を
明
確
に
す
る
論
議
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
稿
は
、
そ
の
課
題
に
向
け
た
準
備
作
業
の
一
部
で
あ
る
。
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卒
業
生
か
中
心
に
な
一（４）

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
れ
と
同
じ
頃
、
寺

叱
；
叶
乏
京
祁
帝
Ｎ
大
唯
ｔ
学
部
屯
菜
Ｋ
学
科
付
投
の
屯
気
Ｋ
学
識
科
所
関
係
行
か
ら
葦
川
識
押
所
を
独
立
さ
せ
て
私
咋
Ｍ
の
Ｔ

業
学
校
に
改
組
発
展
さ
せ
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
電
気
工
学
講
習
所
は
、
夜
間
二
年
制
の
技
術
者
養
成
所
と
し
て
一

九
一
川
（
人
脈
三
）
年
一
川
八
川
に
設
置
認
可
を
受
け
、
京
都
帝
川
人
学
橘
内
に
設
立
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
頃

（
３
）

に
は
千
余
名
に
及
ぶ
雄
‐
業
唯
を
川
に
送
り
川
し
、
社
会
各
方
川
か
ら
商
い
評
価
を
受
け
て
い
た
（
年
次
別
卒
業
生
の
数
に
つ
い

て
は
後
掲
表
２
を
参
照
）
。
し
か
し
、
国
立
大
学
の
構
内
に
私
立
の
各
種
学
校
に
相
当
す
る
教
育
機
関
を
併
設
し
運
営
を
継
続

す
る
こ
と
に
は
と
か
く
川
越
も
あ
り
、
こ
の
噸
に
は
磁
気
工
学
科
の
教
授
肘
を
は
じ
め
、
技
術
者
養
成
に
熱
意
を
示
し
て
い
た

宇
治
川
電
力
取
締
役
技
師
暖
の
油
井
願
一
郎
工
学
博
士
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
Ⅲ
満
習
所
の
、
立
化
を
は
か
っ
て
い
た
。
ま
た

卒
業
生
が
中
心
に
な
っ
て
募
金
委
員
会
も
結
成
さ
れ
、
短
期
日
に
目
標
額
の
募
金
を
集
め
る
な
ど
、
着
々
と
そ
の
準
備
も
進
め

ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ

叫
‐
時
、
京
祁
帝
Ｎ
大
峻

１
電
気
工
学
講
習
所
の
継
承

本
学
の
剣
航
行
巾
川
小
十
郎
が
Ⅸ
命
館
に
技
術
汽
養
成
校
の
没
収
を
具
体
的
に
進
め
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一

二
）
年
七
川
に
勃
発
し
た
Ⅱ
華
事
変
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
ボ
需
生
産
が
拡
大
し
、
重
工
業
建
設
に
拍
車
が
か
け

一
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
設
立

立
命
館
総
長
の
叩
雌
喉
十
郎
も
科
学
技
術
系
学
科
の
設
置
を
構
想
し
て
い
た
の
で

た

石
井
願
一
躍
氏
を
通
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じ
て
、
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
の
援
助
を
懇
請
し
た
と
こ
ろ
、
電
気
工
学
講
習
所
独
立
の
方
針
を
生
か
し
、
講
習
所
の
機
械
器

具
一
切
と
在
校
小
は
も
と
よ
り
卒
業
生
の
学
籍
簿
も
立
命
館
が
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
独
立
し
た
工
業
学
校
を
設
置
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
財
団
法
人
立
命
館
の
理
事
会
が
私
立
電
気
工
学
講
習
所
を
継
承
し
工
科
学
校
を
設
置
す
る
決
議
を
お
こ
な
っ
た
の

（
５
）

は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
○
Ⅱ
二
日
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
も
と
づ
い
て
申
請
さ
れ
た
同
講
習
所
継
承
の
件
は
京
都
府

知
事
の
承
認
を
得
て
一
九
三
八
年
一
月
一
八
日
に
文
部
大
臣
へ
上
申
さ
れ
、
二
月
一
二
日
に
文
部
大
臣
の
承
諾
書
が
下
り
、
そ

（
６
）

れ
を
受
け
て
京
都
府
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
た
の
が
二
月
二
四
ｕ
で
あ
っ
た
。

電
気
工
学
満
習
所
を
継
承
し
て
立
命
館
が
設
置
し
た
学
校
の
校
名
は
「
立
命
館
工
科
学
校
」
で
あ
っ
た
。
校
舎
は
京
都
市
上

京
区
小
山
上
総
町
四
五
番
地
の
一
に
移
さ
れ
た
。
北
大
路
の
旧
立
命
館
中
・
高
学
校
の
校
舎
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

地
に
は
当
時
、
立
命
館
中
学
校
（
立
命
館
夜
間
中
学
も
開
設
）
と
立
命
館
商
業
学
校
が
あ
り
、
同
じ
校
地
に
三
番
目
の
学
校
と

し
て
工
科
学
校
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
仮
校
舎
と
し
て
既
存
の
商
業
学
校
と
中
学
校
の
校
舎
の
一
部
が
充

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
眼
科
学
校
の
学
則
に
よ
る
と
、
「
本
校
は
電
気
工
学
に
関
す
る
学
術
技
芸
を
教
授
し
兼
ね
て
人
格

（
７
）

を
陶
冶
し
有
為
の
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
以
て
目
的
と
す
」
と
あ
り
、
開
設
学
科
も
電
気
工
学
科
の
み
で
講
習
所
の
継
承

の
跡
を
と
ど
め
た
設
置
目
的
で
あ
っ
た
。

修
業
年
限
は
夜
間
の
二
年
半
、
入
学
資
格
は
中
学
校
卒
業
か
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
程
度
と
認
め
ら
れ
た
学
校
の
卒

（
８
）

業
生
と
し
た
。
興
味
の
あ
る
の
は
、
こ
の
学
校
は
一
○
月
一
日
か
ら
新
学
期
が
は
じ
ま
り
、
一
年
を
一
○
月
か
ら
三
月
ま
で
と

川
川
か
ら
九
Ⅱ
ま
で
の
二
学
期
に
分
け
、
入
学
か
ら
二
年
半
後
の
三
月
末
に
卒
業
と
い
う
学
期
編
成
を
採
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
入
学
試
験
を
毎
年
九
月
に
実
施
し
、
入
学
手
続
き
を
九
月
末
ま
で
に
済
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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校
長司
力
学

描
帥
数
学
演
習

可
電
気
理
論
、
電
気
理
論
演
習
工
学
博
士
烏
養
利
三
郎

晒
気
理
論
、
遁
気
理
論
演
習
工
学
士
上
西
亮
二

芯
力
迩
送
及
配
喧

交
流
機
器

一
ｋ 同
交
流
機
器

司
直
流
機
器

Ｉ同
電
灯
及
照
明
、
電
力
応
用
及
電
熱
工
学
士
松
田
長
三
郎

電
力
電
送
及
配
電
、
同
演
習
工
学
士
山
上
隆
也

１司
熱
力
原
動
機

１ 同
地
気
鉄
道

（
出
所
）
『
立
命
館
要
覧
」
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月
現
在
、
二
四
一
～
二
頁
。

表
１
立
命
館
工
科
学
校
の
教
員
名
簿

屯
気
器
具
及
配
咽
雛

工
学
士
、
文
学
士
妹
尾
吉
次

工
学
博
士
石
井
願
一
郎

工
学
士
井
上
勅
夫

工
学
士
林
重
恋

工
学
博
士
青
柳
栄
刷

工
学
博
士
岡
本
赴

工
学
士
安
藤
弘
平

工
学
博
士
本
野
亨

工
学
士
村
田
保

工
学
士
樫
井
忠
一

講
師
電
気
磁
器
測
定
辻
喰
実
験
関
野
弥
三

司
通
気
工
学
測
定
法
、
実
験
工
学
士
芝
原
貞
吉

同
発
電
所
、
設
計
製
図
工
学
士
石
崎
庚
作

同
電
信
電
話
瀧
田
清
言

同
機
械
設
計
法
工
学
士
河
村
正
義

同
屯
線
路
建
設
法
工
学
士
荻
原
博

一
一
口
応
川
電
気
化
学
工
学
博
士
中
瀧
良
夫

石
工
学
工
学
士
高
橋
逸
夫

二
１

発
竜
水
力
工
事
工
学
博
士
平
野
正
雄

一
口
冶
金
工
学
工
学
博
士
渡
辺
俊
雄

電
気
計
器
工
学
博
士
阿
部
清

同
高
周
波
工
学
工
学
博
士
加
藤
信
義

一
空
口

設
計
製
剛
工
学
士
藤
本
勲

同
設
計
製
図
工
学
士
堀
鹿
造
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２
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
設
立

と
こ
ろ
で
、
立
命
館
工
科
学
校
の
設
置
認
可
が
京
都
府
か
ら
下
り
た
二
日
後
の
一
九
三
八
年
二
月
二
六
日
付
け
で
財
団
法
人

立
命
館
総
長
巾
川
小
卜
郎
か
ら
京
都
府
知
事
宛
に
「
立
命
館
に
科
学
校
学
則
巾
一
部
変
更
二
関
ス
ル
認
可
栗
請
ノ
件
」
が
提
出

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
度
は
じ
め
の
四
月
か
ら
同
校
を
専
門
学
校
に
相
当
す
る
水
準
の
「
立
命

館
高
等
工
科
学
校
」
と
し
て
附
学
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
急
激
な
学
則
内
容
の
変
更
で
あ
り
、
京
都

府
は
文
部
省
専
門
学
務
局
と
も
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
慎
重
な
凋
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、

「
現
下
の
我
国
の
情
勢
よ
り
見
て
工
業
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
」
学
校
経
営
に
つ
い
て
は
予
定
計
画
通
り
実
施
し
て
よ
い
と

の
判
断
が
ド
さ
れ
、
新
年
度
の
は
じ
ま
る
ぎ
り
ぎ
り
の
三
月
三
○
日
に
こ
の
学
則
一
部
変
史
が
認
可
さ
れ
て
、
専
門
学
校
程
度

の
工
業
学
校
（
各
種
学
校
）
と
し
て
四
月
よ
り
「
立
命
館
高
等
工
科
学
校
」
が
開
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
時
は
ま
だ
専
門
学
校
令
に
準
拠
し
た
工
業
専
門
学
校
と
し
て
正
式
な
認
可
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

カ
リ
キ
↓
一
ラ
ム
は
半
年
毎
に
第
一
学
期
か
ら
第
五
学
期
ま
で
履
修
科
目
が
リ
ジ
ッ
ト
に
決
め
ら
れ
て
い
て
童
毎
夜
三
時
間
の
授

業
を
行
う
と
し
て
い
た
。
入
学
金
は
五
円
、
授
業
料
は
毎
学
期
二
○
円
で
あ
る
。

こ
の
学
校
の
主
要
な
講
義
科
目
と
授
業
担
当
講
師
を
一
覧
表
に
す
る
と
表
ｌ
の
よ
う
に
な
る
。
校
長
は
先
に
触
れ
た
宇
治
川

電
力
株
式
会
社
取
締
役
技
師
長
を
勤
め
て
い
た
石
井
瓢
一
郎
で
あ
る
（
宇
治
川
電
力
は
そ
の
後
日
本
電
力
株
式
会
社
へ
合
併
す

る
が
石
井
願
一
郎
は
引
続
き
川
本
電
力
の
技
師
長
と
な
る
）
。
描
師
仲
は
電
気
工
学
誰
習
所
が
引
継
が
れ
た
と
き
の
事
情
を
反

映
し
て
、
す
べ
て
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
の
教
授
陣
か
同
学
科
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
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こ
の
高
等
工
科
学
校
は
修
業
年
限
三
年
、
瓶
気
科
の
ほ
か
上
木
科
、
建
築
科
、
機
械
科
、
応
用
化
学
科
を
加
え
て
五
科
が
置

か
れ
、
学
期
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
を
三
学
期
に
分
け
、
四
月
入
学
と
し
た
。
授
業
は
第
一
部
が
午
前
八
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
第
二
部
は
午
後
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
し
、
す
べ
て
の
科
は
第
一
部
の
授
業
で
あ
る
が
、
機
械
科
と
電
気
科
の

（
９
）

み
は
二
部
授
業
を
実
施
す
る
と
し
た
。
各
科
の
開
講
科
目
と
授
業
時
数
の
詳
細
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
る
が
、
各
科
共
通
に

開
講
す
る
科
目
と
し
て
「
修
身
」
と
「
体
操
」
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
学
年
週
一
時
間
と
三
時
間
づ
っ
授
業
を
お
こ
な
い
、

「
外
国
語
」
は
第
一
学
年
と
第
二
学
年
が
週
四
時
間
、
第
三
学
年
は
週
三
時
間
、
英
語
も
し
く
は
ド
イ
ツ
語
を
選
択
す
る
も
の

と
し
、
そ
の
ほ
か
「
数
学
」
と
「
物
理
学
」
と
が
共
通
必
修
科
目
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。
各
科
の
開
設
科
目
は
当
時
の
専

門
学
校
の
水
準
に
準
じ
て
設
置
さ
れ
、
週
三
八
時
間
ほ
ど
の
講
義
・
旗
習
・
実
験
と
そ
の
他
に
野
外
測
量
・
実
習
等
が
組
ま
れ

て
い
て
、
相
当
過
重
な
授
業
時
間
数
で
あ
っ
た
。
入
学
資
格
は
本
科
生
が
中
学
校
卒
業
な
い
し
専
門
学
校
入
学
検
定
試
験
合
格

荷
で
あ
り
、
本
科
生
と
し
て
の
人
学
資
格
が
な
い
場
合
で
も
川
校
の
維
衡
試
験
に
合
格
す
れ
ば
別
科
生
と
し
て
入
学
す
る
道
が

用
意
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
特
定
の
授
業
科
目
の
み
を
受
講
す
る
選
科
生
も
受
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
学
校
の
設
置
認
可
に
際
し
て
、
京
都
府
学
務
課
に
よ
り
巾
請
書
類
が
逐
一
詳
細
に
調
査
さ
れ
、
問
題
点
と
所
見
を
付
し

（
Ⅲ
）

た
調
査
書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
記
載
事
項
か
ら
注
目
す
べ
き
点
を
摘
記
し
て
同
校
設
立
の
経
緯
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

て
お
こ
う
。
ま
ず
工
科
学
校
の
設
置
認
可
直
後
に
学
則
変
更
の
申
請
を
お
こ
な
っ
た
理
由
で
あ
る
が
、
立
命
館
の
回
答
で
は
、

も
と
も
と
専
門
学
校
相
当
の
工
業
学
校
設
立
を
企
図
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
電
気
工
学
講
習
所
を
継
承
し
、
校
名
変
更
と
新

校
地
へ
の
移
転
の
認
可
を
ま
ず
受
け
、
そ
の
後
、
当
初
か
ら
計
画
し
て
い
た
学
校
設
置
の
認
可
申
請
を
す
る
手
は
ず
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
電
気
工
学
講
習
所
が
設
立
の
当
初
か
ら
文
部
省
の
管
轄
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表2電気工学講習所の年次別卒業生数（人〉 下
に
あ
一
一
た
の
で
私
立
の
各
種
学
校
と
し
て
設
置
者
変
更
（
す
な
わ
ち
京
都
府
管
轄
下
の
学
校
に
位
置
づ
け
直
す
）
手
続
き

が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
工
業
専
門
学
校
相
当
の
学
校
設
立
に
向
け
て
採
ら
ね
ば
な
ら

な
い
不
可
避
の
手
続
き
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
第
二
に
、
な
ぜ
に
工
業
専
門
学
校
を
、
こ
の
時
期
に
設
置
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
京
都
府
学
務
課
の
聴
取

で
は
、
土
木
、
建
設
、
機
械
、
電
気
及
び
応
用
化
学
の
五
科
に
拡
充
す
る
理
由
と
も
関
連
し
て
、
立
命
館
で
は
「
満
州
国
政
府

要
人
と
立
命
館
総
長
と
の
間
に
於
て
同
国
に
於
け
る
産
業
の
振
興
、
資
源
の
開
発
に
従
事
す
べ
き
人
材
の
養
成
方
に
付
、
談
合

の
次
第
あ
り
」
と
記
し
、
し
た
が
っ
て
同
校
は
将
来
満
州
国
に
お
け
る
鉱
工
業
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
意

注1）1938年までは｢1957年立命館大学要覧」

による。

2)1939年以降は立命館工科学校の卒業生

（出所)(｢全立命館学友会名簿1943年12月

現在｣に依る）

卒諜

年汐

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

193

193'

194’

、
’
一
酋
弓
凡
／
’
天
安

卒
生

９
△
〔
ｕ
Ｕ
（
ｕ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
川
哉
ｎ
Ｕ
１
１
川
生
（
×
〕
、
ム
リ
ム
（
ｘ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
川
ま
Ｒ
ｕ
（
ｕ
Ｊ
Ｒ
Ｕ
（
×
Ｕ
戸
ｏ
ｎ
ペ
Ｕ
〔
ｕ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｈ
）
ハ
判

り
△
Ｏ
ム
の
べ
Ｕ
向
く
Ｕ
‐
八
註
・
川
設
‐
川
哉
Ｒ
Ｕ
‐
川
哉
．
川
哉
．
川
哉
Ｑ
Ｕ
ｎ
院
Ｕ
Ｒ
ｕ
・
川
孟
Ｑ
Ｕ
・
川
哉
Ｑ
Ｕ
ｎ
ぺ
Ｕ
ｎ
／
臼
Ｑ
Ｕ
Ｒ
ｕ
ｑ
⑪

か
り
Ｒ
Ｕ

予科

卒業

４
揖
匙
一
…
‐
』
雲
…
皇
屡
一
…
一
《
ｉ
狸
塚
皇

２
１
１
３
１
２



戸
八
Ｕ

義
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
非
常
に
注
目
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
の
秋
か
ら
翌
年
の
初

頭
に
か
け
て
、
す
で
に
満
州
国
に
お
け
る
産
業
開
発
の
た
め
の
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
性
格
を
こ
の
高
等
工
科
学
校
に
付
与

す
べ
く
中
川
小
Ｉ
郎
と
そ
の
周
辺
の
と
こ
ろ
で
は
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
裏
付

（
皿
）

け
る
よ
う
な
倉
橋
勇
蔵
氏
（
当
時
、
立
命
館
常
務
理
事
）
の
手
記
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
の
詳
細
は
今
だ
正
確
に
は
追

跡
し
切
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
立
命
館
Ｈ
満
高
等
工
科
学
校
が
開
設
さ
れ
る
二
年
前
の
段
階
で
、
こ
の
目
論
見
が

語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
の
「
満
州
」
経
営
策
と
も
関
連
し
て
お
り
、
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
さ
て
第
三

に
、
高
等
工
科
学
校
の
授
業
を
夜
間
授
業
か
ら
昼
間
授
業
に
変
更
す
る
理
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
要
卒
授
業
時
間
数
が
多
く
、

さ
ら
に
工
場
実
習
、
屋
外
の
測
量
・
実
習
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
関
係
か
ら
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
工
場
実
習
の
受
入
先

と
し
て
は
、
京
都
電
燈
株
式
会
社
、
京
都
瓦
斯
株
式
会
社
な
ど
、
ま
た
工
場
見
学
の
受
入
先
と
し
て
株
式
会
社
島
津
製
作
所
な

第
四
は
、
校
舎
と
運
動
場
確
保
の
問
迦
で
あ
る
。
計
画
で
は
高
等
工
科
学
校
独
自
の
校
舎
は
、
開
学
三
年
後
、
つ
ま
り
完
成

年
度
に
当
た
る
一
九
四
○
年
度
中
に
新
築
す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
立
命
館
商
業
学
校
お
よ
び
同
中
学
校
と
の
合
同
満

義
室
を
転
用
す
る
と
し
た
。
そ
の
規
模
は
木
造
二
階
建
一
六
教
室
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
中
四
教
室
を
充
当
す
る
も
の
で
、

（
吃
）

実
験
・
実
習
室
も
十
分
に
確
保
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
運
動
場
の
不
足
は
、
近
隣
の
大
谷
大
学
の
運
動
場
の
無
償
使
用
の
許

可
を
受
け
、
そ
れ
と
加
茂
川
堤
の
使
用
許
可
を
得
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。
当
時
す
で
に
北
区
上
賀
茂
の
運
動
場
九
、
○
六

三
坪
が
あ
り
、
こ
れ
も
配
慮
の
対
象
と
し
て
加
え
る
よ
う
申
請
時
に
は
そ
の
旨
説
明
し
て
い
た
。
そ
の
運
動
場
は
現
在
の
京
都

東
ゴ
ル
フ
場
に
隣
接
す
る
旧
上
賀
茂
運
動
場
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
立
命
館
高
等
工
科
学
校
設
置
後
も
電
気
工
学
講
習
所
か

と
し
て
は
言
京
都
牽
陽

ど
が
承
諾
し
て
い
た
。
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（
喝
）

ら
引
継
い
だ
生
徒
は
そ
の
ま
ま
工
科
学
校
生
徒
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
電
気
工
学
講
習
所
へ
三
七

年
一
○
月
に
入
学
し
た
生
徒
が
全
五
学
期
を
終
了
す
る
四
○
（
昭
和
一
五
）
年
三
月
末
ま
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
関
係
上
、
立

命
館
工
科
学
校
が
存
続
し
た
。
表
２
は
、
電
気
工
学
講
習
所
第
一
期
生
か
ら
年
次
別
に
卒
業
生
数
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
三
九
年
三
月
卒
業
生
か
ら
は
立
命
館
工
科
学
校
生
と
な
る
。
電
気
工
学
講
習
所
時
代
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
時
代
の
学
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
三
七
年
一
○
月
入
学
の
時
点
か
ら
同
講
習
所
の
生
徒
数
が

増
加
し
て
お
り
、
そ
の
生
徒
を
そ
っ
く
り
立
命
館
が
引
継
い
だ
か
た
ち
と
な
っ
た
。

以
上
の
一
連
の
措
置
に
よ
り
、
高
等
工
科
学
校
設
置
時
に
見
込
ま
れ
た
小
山
上
総
町
校
舎
の
三
八
年
度
生
徒
数
は
、
昼
間
が

中
学
校
一
、
○
二
五
名
、
商
業
学
校
一
、
一
二
○
名
、
高
等
工
科
学
校
一
二
五
名
（
各
科
二
五
名
）
の
合
計
二
、
二
七
○
名
で

あ
り
、
夜
間
は
商
業
学
校
一
五
二
名
、
夜
間
中
学
校
一
六
○
名
、
工
科
学
校
二
一
○
名
、
高
等
工
科
学
校
五
○
名
（
電
気
、
機

械
各
科
二
五
名
）
の
合
計
五
七
二
名
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
電
気
工
学
講
習
所
か
ら
引
き
継
い
だ
生
徒
は
立
命
館
工
科
学
校
第

二
学
期
生
と
第
四
学
期
生
が
四
月
以
降
も
在
籍
し
、
そ
れ
に
加
え
て
三
八
年
度
新
設
の
高
等
工
科
学
校
の
人
学
生
と
し
て
昼
夜

併
せ
て
一
七
五
名
を
入
学
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
。
な
お
、
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
度
設
備
費

一
五
万
二
、
五
○
○
円
は
借
入
れ
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
が
、
そ
の
借
入
先
は
、
中
川
小
十
郎
（
立
命
館
総
長
）
五
万
円
、
石

原
農
一
郎
（
立
命
館
理
事
）
五
万
円
、
そ
の
他
理
事
計
三
万
二
五
○
○
円
、
お
よ
び
石
井
願
一
郎
（
日
本
電
力
株
式
会
社
技
師

長
）
二
万
円
で
あ
っ
た
。
新
し
く
発
足
す
る
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
初
代
校
長
に
は
石
井
願
一
郎
が
就
任
し
た
。
新
設
校
の

各
科
主
任
は
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
の
各
科
主
任
教
授
に
兼
務
を
依
頼
し
、
各
科
二
名
の
専
任
教
員
を
置
い
て
、
他
は
す
べ
て

京
大
工
学
部
の
教
授
陣
を
講
師
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
校
の
校
長
に
本
野
亨
（
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
教
授
）
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１
．
日
満
高
工
設
置
へ
の
動
き

か
く
し
て
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
山
川
、
立
命
館
に
は
じ
め
て
工
業
専
門
学
校
に
準
じ
る
本
格
的
な
工
業
学
校
が
州

学
し
た
。
そ
し
て
開
学
後
た
だ
ち
に
、
独
仇
し
た
工
業
専
門
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
建
設
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と
な
る
。
ま

ず
新
校
舎
建
設
の
た
め
の
校
地
購
入
が
山
川
二
四
Ⅱ
の
即
事
会
で
決
議
さ
れ
、
八
Ⅱ
一
三
Ⅱ
に
は
ｔ
京
Ⅸ
（
呪
北
区
）
等
侍
院

（
胴
）

北
町
の
用
地
三
、
三
一
三
坪
の
買
収
契
約
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

次
い
で
六
月
一
八
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
衣
裳
の
等
持
院
山
麓
に
買
収
し
た
用
地
に
立
命
館
高
等
工
科
学
校
々
舎
を
建
設

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
木
造
二
階
建
て
三
棟
、
平
屋
建
て
三
棟
、
延
べ
二
、
一
六
六
坪
余
、
お
よ
び
防
火
壁

五
カ
所
な
ど
の
付
属
工
事
で
、
工
事
謝
は
三
五
力
円
以
内
と
し
、
そ
の
金
緬
を
年
五
・
ハ
ー
セ
ン
ト
の
学
債
を
発
行
し
て
調
達
し
、

一
○
年
で
償
還
す
る
と
い
う
資
金
計
川
も
決
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
償
還
資
金
は
学
閑
関
係
者
な
ら
び
に
一
般
有
志
か
ら
の
寄

付
金
を
募
っ
て
充
当
す
る
計
凹
で
あ
り
、
借
入
金
返
済
に
必
要
な
資
金
が
募
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
不
足
分
を
総
長
中
川
小

十
郎
と
理
事
石
原
蹟
一
郎
の
両
名
の
寄
付
を
も
っ
て
完
済
す
る
旨
の
寄
付
承
諾
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
に
も
と
づ

き
同
年
八
月
三
一
日
付
で
、
財
団
法
人
立
命
館
が
総
額
五
六
万
六
、
二
七
五
円
の
借
入
れ
を
起
こ
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
学
債

一
誰
‐
雌
）

が
任
川
さ
れ
る
の
は
翌
年
一
川
で
あ
り
、
教
授
陣
を
強
化
し
川
校
を
立
命
館
、
満
高
等
工
科
学
校
へ
改
組
す
る
申
請
を
お
こ
な

う
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
設
立
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翌
一
九
三
九
年
の
一
月
以
降
言
『
京
都
日
出
新
聞
」
紙
上
に
立
命
館
高
等
工
科
学
校
が
機
構
を
拡
充
し
て
一
冒
立
命
館
日
満
高

等
工
科
学
校
」
と
改
称
し
、
満
州
国
に
お
い
て
活
躍
す
べ
き
有
為
の
技
術
者
養
成
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
旨
の
記
事
が
登

（
Ⅳ
）

場
す
る
よ
う
に
な
る
。
三
月
七
日
に
は
正
式
に
立
命
館
高
等
工
科
学
校
建
築
と
衣
笠
移
転
を
京
都
府
知
事
に
開
申
し
た
が
、
こ

れ
は
前
年
六
月
に
決
定
し
て
い
た
校
舎
建
設
を
当
面
総
工
費
三
○
万
二
、
一
○
○
円
で
着
工
し
、
経
費
支
出
に
つ
い
て
は
満
州

（
旧
）

国
補
助
金
交
付
を
見
越
し
、
そ
れ
が
な
く
て
も
先
の
計
画
の
方
向
で
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
『
京

都
日
出
新
聞
』
が
三
月
一
五
日
朝
刊
で
「
立
命
館
Ⅱ
満
高
等
工
科
学
校
」
開
設
の
認
可
が
文
部
省
か
ら
下
り
た
と
報
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
三
月
一
六
日
付
け
で
陸
軍
省
軍
務
局
長
よ
り
財
団
法
人
立
命
館
宛
に
、
立
命
館
Ⅱ
満
高
等
工
科
学
校
設
立
に
対
す
る
満

州
国
政
府
補
助
金
交
付
の
決
定
が
下
さ
れ
た
旨
の
通
達
が
発
せ
ら
れ
た
の
と
相
前
後
す
る
。
補
助
金
の
内
容
は
、
設
立
設
備
に

対
す
る
補
助
金
が
一
九
三
九
年
度
三
○
万
円
、
四
○
年
度
二
○
万
円
の
二
カ
年
継
続
合
計
五
○
万
円
、
委
託
生
に
対
す
る
給
費

一
人
当
た
り
月
額
三
○
円
、
学
校
に
対
し
支
給
す
べ
き
委
託
費
（
五
年
限
り
）
一
人
当
た
り
月
額
二
○
円
と
し
、
三
九
年
度
の

（
旧
）

委
託
生
に
対
す
る
給
費
と
学
校
に
対
す
る
委
託
費
の
合
計
は
七
万
五
、
○
○
○
円
（
一
二
五
人
分
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
決
定
は
、
衣
笠
の
校
舎
建
設
と
機
械
設
備
の
拡
充
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
校
舎
建
設
等
に
関
す
る
三
九
、

一
戸
謡
い
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
文
部
省
に
臭
請
し
、
暮
れ
の
一
二
月
二
八
日
付
け
で
文
部
大
臣
の
承
認
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
一
九
三
八
年
の
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
立
命
館
独
自
に
資
金
を
調
達
し
、
衣
笠
、
等
持
院
山
麓
の
地
に
立
命
館
高
等
工
科
学

校
の
校
舎
を
建
設
す
べ
く
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
並
行
し
て
満
州
国
の
官
民
共
同
機
関
で
あ
る

Ｈ
満
鉱
工
技
術
員
協
会
の
技
術
者
養
成
計
画
に
し
た
が
っ
て
満
州
国
政
府
委
託
生
を
一
受
入
れ
る
折
衝
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
念
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山
○
両
年
度
補
助
金
八
一
○
万
陸
は
註
山
巾
の
新
校
舎
建
設
費
の
大
半
を
賄
い
、
さ
ら
に
校
舎
整
備
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
か
匡

能
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
等
持
院
北
川
に
お
け
る
立
命
館
Ⅲ
満
高
等
工
科
学
校
の
校
舎
建
設
は
、
三
九
年
三
川
二
川
川
か
ら

基
礎
収
事
に
着
に
し
、
新
年
度
に
入
っ
た
四
月
二
七
日
に
は
建
方
に
着
手
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
校
舎
建
設
費
と
し
て
予

（
別
）

定
し
て
い
た
寄
付
・
借
入
金
等
を
校
地
購
入
費
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
三
八
年
度
末
の
三
九
年
三
月
に
は
、
既

に
世
収
し
た
校
地
に
隣
接
す
る
等
持
院
北
川
の
敷
地
二
九
四
坪
を
追
加
峨
人
し
、
さ
ら
に
広
大
な
川
地
買
収
の
交
渉
に
入
っ
た
。

委
託
堆
川
寄
宿
舎
を
除
い
て
衣
筏
の
校
舎
、
実
験
・
実
習
施
設
が
整
う
の
は
お
お
よ
そ
三
九
年
二
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
恩
わ

し
た
が
っ
て
、
こ
の
様
に
み
て
く
る
と
満
州
川
政
府
委
託
姓
受
入
れ
に
一
疋
の
見
通
し
が
つ
く
の
が
三
八
年
末
か
ら
三
九
年

初
蚊
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
以
止
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、
三
九
年
三
月
三
○
Ⅲ
に
没
間
認
可
を
受
け
、
同
年
四
月

か
ら
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
が
開
校
し
た
。
同
校
は
四
月
一
○
日
付
け
で
、
専
門
学
校
在
校
生
徒
の
兵
役
徴
集
延
期
措
置

の
通
川
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
認
可
通
知
書
に
は
川
校
所
在
地
が
上
京
区
呼
持
院
北
川
と
あ
り
、
設
置
認
可
時
の
本
校
所
在
地

は
す
で
に
衣
笠
の
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
人
生
の
授
業
は
北
大
路
に
あ
る
Ⅲ
小
山
上
総
町
の
仮
学
舎
で
は
じ
め
ら
れ
、
お

そ
ら
く
実
験
・
実
習
室
が
竣
工
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
授
業
を
衣
笠
校
舎
で
開
始
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
衣
笠
の
Ⅲ
収
し
た
ｔ
地
の
中
に
七
一
坪
余
の
民
家
が
あ
り
、
こ
れ
を
改
修
し
て
「
日
満
相
訪
会
鮒
」
と
命
名
し
、
宿

泊
・
集
会
施
設
と
し
て
活
川
し
た
。
後
に
川
一
年
三
月
待
命
・
予
備
役
と
な
っ
た
府
原
莞
爾
中
将
を
、
中
川
小
十
郎
は
立
命
館

大
学
教
授
に
招
贈
し
、
同
年
六
月
八
日
、
本
学
に
設
置
し
た
国
防
学
研
究
所
初
代
所
長
に
任
じ
た
が
、
石
原
中
将
夫
妻
が
し
ば

ら
く
こ
の
会
節
に
投
宿
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

れ
る
℃
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附
設
学
科
は
鍵
機
械
工
学
科
尋
、
動
車
ｆ
学
科
害
航
空
発
動
機
科
尋
電
気
工
学
科
＆
応
川
化
学
科
尋
採
鉱
冶
金
学
科
毒
建
築

工
学
科
の
七
科
で
、
修
業
年
限
は
三
カ
年
と
す
る
が
、
「
時
局
の
要
求
に
鑑
み
」
当
分
の
間
、
修
業
年
限
を
二
ヵ
年
に
短
縮
す

る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
授
業
は
年
二
学
期
制
で
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
講
義
、
製
図
、
実
験
、
実
習
、
教

練
、
武
道
等
を
受
識
す
る
も
の
と
し
、
授
業
時
数
は
週
四
八
時
間
と
過
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
暑
巾
休
暇
も
廃
止
さ
れ
、

七
月
一
七
Ｈ
か
ら
八
Ⅱ
一
七
Ⅲ
ま
で
特
別
時
間
割
が
組
ま
れ
た
。
教
員
は
高
等
工
科
学
校
と
同
様
に
各
科
二
な
い
し
三
名
の
専

任
教
員
と
京
大
工
学
部
各
学
科
を
構
成
す
る
教
員
が
講
師
と
し
て
熱
心
に
教
鞭
を
と
っ
た
。

た
だ
こ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
、
開
設
学
科
が
七
科
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

２
学
科
・
教
育
制
度
の
特
異
性

立
命
節
Ｈ
満
尚
等
工
科
学
校
は
、
学
校
規
則
第
一
条
で
「
本
校
は
満
州
国
に
於
け
る
工
業
の
進
歩
発
展
が
東
亜
安
定
の
要
諦

た
る
に
鑑
み
、
其
の
任
務
達
成
に
辿
進
す
る
Ⅸ
業
人
を
養
成
す
る
を
以
て
主
た
る
目
的
と
す
」
と
う
た
い
、
第
二
条
に
お
い
て
、

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
本
校
は
満
州
国
政
府
が
必
要
と
す
る
高
等
技
術
員
養
成
の
任
に
あ
た
る
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
教
育
方
針
は
「
Ⅲ
満
山
帝
叫
不
可
分
関
係
の
認
識
」
と
「
民
族
協
和
の
精
神
の
澗
養
」
を
雄
調
と
す
る
人
格
の
陶
冶
、

「
実
際
的
技
術
の
修
得
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
学
校
の
堆
徒
は
満
州
国
委
託
生
徒
と
普
通
生
徒
と
に
分
け
、

満
州
国
政
府
給
費
生
で
あ
る
委
託
生
徒
は
寄
宿
舎
に
入
舎
し
て
特
別
の
訓
育
を
受
け
、
卒
業
後
の
勤
務
地
に
つ
い
て
は
満
州
国

政
府
の
命
令
に
従
う
こ
と
と
し
、
杵
迦
唯
徒
は
給
我
生
で
は
な
い
の
で
卒
業
後
の
勤
務
地
に
つ
い
て
満
州
国
政
府
の
拘
束
を
受

け
な
い
と
規
定
し
て
い
た
屡
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で
あ
る
津
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
一
集
の
八
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
…
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
校
即
」
で

は
、
附
設
学
科
は
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
応
用
化
学
科
、
採
鉱
冶
金
学
科
、
建
築
工
学
科
の
五
学
科
と
規
定
し
、
機
械

Ｊ
学
科
の
な
か
を
細
分
し
、
動
叩
Ⅸ
学
専
攻
と
航
空
発
動
機
専
攻
を
設
け
、
こ
の
両
専
攻
生
に
つ
い
て
は
第
二
学
年
後
期
に
指

定
の
専
攻
科
目
を
受
講
す
る
よ
う
に
学
科
課
程
表
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
規
則
は
三
九
年
四
月
施
行
の
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
他
力
、
『
Ⅸ
命
館
Ⅱ
柵
尚
等
Ⅸ
科
学
校
州
杵
第
一
Ⅲ
』
に
掲
載
の
川
校
校
則
第
六
条
で
は
止
記
の
七
学
科
を
置
く
と

明
記
し
て
い
る
。
第
一
回
の
学
校
報
告
は
三
九
年
度
が
終
わ
っ
た
時
点
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
七
学
科
の

在
緋
行
が
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
川
校
が
開
校
式
を
挙
行
し
た
三
九
年
山
川
一
六
Ⅲ
前
に
設
洲
認
可
時
の
学
則
が
改
訂
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
改
訂
さ
れ
た
学
則
の
原
本
が
既
刊
の
資
料
集
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
七
学
科
で
開
校
し
た
こ

と
が
こ
れ
ま
で
川
碓
に
読
み
取
れ
な
い
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
は
、
航
空
発
動
機
科
と
、
動
単
眼
学
科
の
二
学
科
の
設

潰
が
満
州
川
政
府
給
費
生
徒
受
入
れ
と
の
関
係
で
必
要
と
し
た
の
で
、
実
現
可
能
な
方
法
で
ま
ず
学
科
を
開
設
し
、
そ
の
後
、

川
学
科
へ
の
応
募
状
況
、
教
員
の
構
成
、
施
設
お
よ
び
、
国
内
に
お
け
る
教
育
動
向
を
見
極
め
つ
つ
教
育
内
容
の
充
実
を
は
か

る
巷
え
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
航
空
発
動
機
科
と
、
勤
山
工
学
科
は
、
結
果
的
に
は
二
年
間
存
続
し
、
一
九
四

一
年
度
に
は
機
械
工
学
科
に
吸
収
さ
れ
た
。

第
二
は
、
修
業
年
限
を
二
年
制
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
式
に
は
「
時
川
の
要
求
に
雛
み
」
と
の
み
述
べ
ら
れ
、
そ

の
ほ
か
『
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
等
に
お
い
て
も
、
満
州
国
側
の
要
求
に
よ
る
旨
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

（
剛
）

原
・
隈
部
論
文
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
満
州
国
学
制
で
は
工
業
専
門
学
校
入
学
資
格
が
Ｈ
本
の
巾
学
校
卒
業

（
つ
ま
り
二
ヵ
年
修
学
）
と
違
い
、
一
○
ヵ
年
と
一
年
短
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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表3満州国政府委託生の出身府県別分布（1939年度、1941年度入学生）
(単位：人）

注：1)応川化学科は、統計では15名であるが、出身府県別生徒名一随には16名が記!'uされているので：
そのまま16名として集計。

2)194!年度の京都柵|の（）内は、立命館中学校からの進学者数。
(出所）『立命館日満高等工科学校報告」第1回(1940)および第3回(1941年8月）
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３
満
州
国
委
託
生
と
普
通
生
徒

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
第
一
期
生
の
入
学
試
験
は
、
四
月
六
、
七
川
に
京
都
本
校
を
は
じ
め
、
秋
川
（
会
場
、
Ⅲ
満
技

術
工
養
成
所
）
、
東
京
（
満
州
国
留
日
学
生
会
館
）
、
高
松
（
県
立
図
書
館
）
、
松
江
（
島
根
県
立
工
業
学
校
）
お
よ
び
、
福
岡

（
福
岡
県
立
工
業
学
校
）
の
六
カ
所
で
実
施
さ
れ
た
。
満
州
国
委
託
生
定
員
一
二
五
名
に
対
し
て
は
総
数
五
○
六
名
の
受
験
者

が
殺
到
し
、
競
争
率
四
倍
強
の
狭
き
門
と
な
り
、
人
気
は
上
々
で
あ
っ
た
。
普
通
生
徒
募
集
に
対
す
る
受
験
生
も
二
二
四
名
が

日
満
高
等
工
科
学
校
の
学
科
課
程
が
二
年
制
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
八
年
に
高
等
工
科
学
校
に
入
学
し
、
二
年
次
へ
進

級
が
決
定
し
て
い
た
生
徒
の
う
ち
一
五
一
名
が
同
校
の
初
年
級
へ
編
入
し
、
二
年
制
課
程
を
修
了
し
て
四
一
年
三
月
に
卒
業
し

（
塑
）

た
。
だ
が
、
日
満
高
等
工
科
学
校
に
は
専
門
学
校
と
し
て
の
三
年
制
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
、
編
入

を
果
た
さ
な
か
っ
た
生
徒
は
そ
の
第
二
学
年
へ
の
進
級
が
許
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
高
等
工
科
学
校
第
一
期
生
で
Ⅲ
満
高
工

の
三
年
制
課
程
を
修
了
し
た
者
と
、
三
九
年
入
学
の
満
州
国
給
費
生
・
普
通
生
徒
並
び
に
立
命
館
高
等
工
科
学
校
生
か
ら
日
満

高
工
の
二
年
制
課
程
に
編
入
し
た
生
徒
と
が
、
と
も
に
四
一
年
三
月
に
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
工
科

学
校
最
後
の
学
年
が
三
九
年
度
も
残
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
後
に
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
修
業
年
限
を
二
年

で
卒
業
し
た
生
徒
が
、
教
育
内
容
は
日
本
国
内
の
工
業
専
門
学
校
相
当
の
課
程
を
履
修
し
て
い
て
も
、
学
歴
は
満
州
Ｍ
内
の
工

（
蝿
）

業
専
門
学
校
生
並
み
と
見
な
さ
れ
、
満
州
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
な
か
に
は
一
等
低
く
扱
う
と
こ
ろ
が
現
れ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
後
に
正
規
の
工
業
専
門
学
校
へ
昇
格
さ
せ
る
動
き
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
第
三
に
、
満
州
国
給
費
生
の
修
学
条
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
項
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
よ
う
。
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一
受
験
し
、
二
○
八
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
受
験
者
の
入
学
希
望
学
科
は
第
二
志
望
ま
で
許
さ
れ
た
の
で
、
試
験
の
成
績
と

志
望
学
科
と
を
勘
案
し
、
学
科
の
所
属
が
決
め
ら
れ
た
。
委
託
生
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
入
学
者
が

ほ
ぼ
全
国
各
府
県
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
学
科
別
人
学
者
は
機
械
工
学
、
航
空
発
動
機
、
自
動
車
工
学
お
よ
び
、
電
気

工
学
の
各
学
科
が
五
○
名
（
う
ち
委
託
生
各
二
五
名
）
、
採
鉱
冶
金
学
科
四
八
名
（
う
ち
委
託
生
一
五
名
）
、
応
用
化
学
科
五
○

名
（
う
ち
委
託
生
一
○
名
）
で
、
建
築
工
学
科
は
委
託
生
の
所
属
は
な
く
全
員
普
通
生
徒
で
三
五
名
、
合
計
三
三
三
名
で
あ
っ

た
。
同
校
の
授
業
は
四
月
一
七
日
よ
り
開
始
し
た
。

（
別
）

満
州
国
委
託
生
は
「
満
州
国
政
府
給
費
生
徒
特
別
規
定
」
に
よ
る
と
、
授
業
料
、
実
習
費
、
生
徒
諸
費
、
寄
宿
舎
費
並
び
に

食
費
は
満
州
国
か
ら
の
補
助
に
よ
っ
て
充
て
ら
れ
、
生
徒
か
ら
は
一
切
徴
収
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
卒
業
後

四
年
間
は
満
州
国
政
府
の
定
め
る
事
業
所
に
就
職
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
給
費
生
は
全
員
寄
宿
舎
に
入
り
、
特
別
の
訓
育

を
受
け
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
寄
宿
舎
は
当
初
、
等
持
院
の
庫
裏
を
借
用
し
て
改
装
し
た

（
妬
）

等
持
院
宿
舎
と
市
内
出
町
の
立
命
館
宿
舎
が
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
満
州
国
政
府
委
託
生
徒
学
資
貸
与
規
定
」
が
設
け
ら
れ
、

給
費
生
に
は
、
成
績
優
秀
で
、
品
行
方
正
な
学
生
に
対
し
て
は
学
生
生
活
に
必
要
な
教
科
書
、
製
図
・
実
習
用
具
、
制
服
の
購

入
資
金
も
在
学
中
一
○
○
円
を
限
度
に
貸
与
し
、
貸
与
金
は
卒
業
後
二
年
以
内
に
年
利
三
・
五
％
の
利
子
を
つ
け
て
元
利
合
計

額
を
返
済
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

４
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
産
業
奉
公
団

三
九
年
四
月
一
六
日
の
同
校
第
一
回
入
学
式
に
臨
ん
で
、
総
長
中
川
小
十
郎
は
、
本
学
は
全
学
が
一
括
抱
擁
し
て
「
立
命
館
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産
業
奉
公
団
の
規
約
に
は
二
１
本
団
は
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
校
長
、
教
職
員
、
生
徒
及
び
実
習
生
を
以
て
組
織
す
」

と
あ
り
、
「
皇
国
産
業
道
の
究
明
体
得
を
計
り
以
て
有
為
の
生
徒
を
錬
成
し
Ⅱ
満
両
国
の
産
業
界
に
貢
献
す
る
を
以
て
目
的
と

す
」
と
う
た
っ
た
。
こ
の
奉
公
団
は
各
工
場
等
に
お
い
て
組
織
的
な
作
業
奉
仕
活
動
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
時
代

状
況
を
積
極
的
に
鼓
舞
推
進
す
る
一
翼
と
し
て
の
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
一
面
が
示
さ
れ
る
動
き
で
あ
っ
た
。

立
命
館
日
満
高
工
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
各
学
科
共
通
科
日
と
し
て
「
修
身
」
「
教
練
」
「
武
道
」
が
置
か
れ
、
軍
隊
式
の

組
織
的
訓
練
と
実
習
が
重
視
さ
れ
た
。
外
国
語
は
ド
イ
ツ
語
と
満
州
語
と
し
英
語
が
廃
さ
れ
、
「
満
州
事
情
」
が
共
通
科
目
と

な
っ
た
。
三
九
年
の
第
一
回
入
学
式
の
祝
辞
で
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
理
事
で
あ
っ
た
隈
部
一
雄
東
大
助
教
授
は
本
校
生
が

禁
衛
隊
の
精
神
」
を
も
っ
て
教
育
に
打
っ
て
一
団
と
な
っ
て
い
る
、
と
禁
衛
隊
精
神
が
立
命
館
の
基
本
的
な
教
育
方
針
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。
立
命
館
禁
衛
隊
は
一
九
二
八
年
、
昭
和
天
皇
即
位
の
礼
が
京
都
御
所
を
中
心
に
執
り
行
わ
れ
た
際
に
御
所

等
の
警
護
を
任
じ
て
奉
仕
に
勤
め
た
時
に
は
じ
ま
っ
た
立
命
館
独
自
の
組
織
で
あ
る
。
そ
の
精
神
を
中
川
総
長
は
次
の
よ
う
に

（
マ
マ
）

説
い
て
い
る
。
禁
術
隊
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
「
端
的
に
、
火
皇
を
御
警
護
申
し
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
醜
の
御
楯
と
な
り
て

御
護
り
奉
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
身
を
捧
げ
て
一
死
を
以
て
君
国
に
殉
ず
る
の
誠
を
致
す
こ
と
で
あ
り
、
大
儀
に
任
じ
以
て

（
妬
）

私
を
滅
す
る
こ
と
で
あ
る
、
Ⅲ
辞
の
川
ふ
る
言
葉
を
籍
り
て
云
う
な
ら
ば
、
所
謂
国
体
明
徴
の
顕
現
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
、

と
。
さ
ら
に
四
一
年
二
月
二
日
の
、
い
わ
ゆ
る
紀
元
節
の
日
に
、
「
立
命
館
禁
衛
隊
産
業
奉
公
団
」
が
結
成
さ
れ
る
か
た
ち

で
、
こ
の
教
育
方
針
は
具
体
化
し
た
。
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
「
立
命
館
禁
衛
隊
」
が
強
化
さ
れ
、
新
た
に
全
学
組
織
と

し
て
の
規
定
を
制
定
し
、
そ
の
構
成
団
体
で
あ
る
学
校
別
組
織
「
立
命
館
日
満
高
工
禁
衛
隊
」
が
結
成
さ
れ
る
同
年
四
月
一
日

し
て
の
規
定
を
制
定
し
、

以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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「
新
東
亜
建
設
の
礎
石
」
た
る
使
命
を
持
つ
よ
う
訓
示
し
、
す
で
に
「
新
東
亜
建
設
」
と
い
う
表
現
を
採
っ
て
い
た
が
二
年

後
の
四
一
年
三
月
一
○
日
に
挙
行
さ
れ
た
第
一
回
卒
業
式
の
頃
に
は
、
「
禁
衛
隊
精
神
」
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
」
「
和
衷

共
同
日
満
一
体
の
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
「
民
族
協
和
の
精
神
の
酒
養
」
と
い
う
言
葉
を
圧
倒
せ
ん
ば
か
り
の
勢
い
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

５
．
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
卒
業
生
の
就
職
先

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
は
一
九
四
一
年
三
月
に
第
一
回
卒
業
生
を
送
り
出
す
が
、
そ
の
就
職
先
を
み
る
と
、
満
州
国
委

託
生
一
三
六
名
の
う
ち
病
気
二
名
を
除
い
て
、
一
三
三
名
が
満
州
へ
、
内
地
就
職
は
一
名
で
あ
る
。
普
通
生
徒
二
○
○
名
の
内

訳
は
、
満
州
五
五
名
、
中
国
・
台
湾
一
六
名
、
朝
鮮
・
樺
太
二
六
名
で
、
内
地
就
職
は
九
七
名
、
病
気
そ
の
他
六
名
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
四
二
年
三
月
の
第
二
回
卒
業
生
を
み
る
と
、
委
託
生
徒
一
四
二
名
の
う
ち
一
三
六
名
が
満
州
へ
、
未
定
者
は
六
名
と
ほ

ぼ
全
員
が
満
州
に
就
職
し
た
。
普
通
生
徒
六
二
名
の
う
ち
一
二
名
が
満
州
に
、
ま
た
朝
鮮
・
中
国
に
八
名
、
内
地
就
職
三
七
名

（
訂
）

で
、
病
気
そ
の
他
が
五
名
で
あ
る
。
こ
の
卒
業
生
の
数
は
学
校
報
告
の
就
職
先
名
簿
か
ら
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
入
学
時

の
委
託
生
徒
と
普
通
生
徒
の
内
訳
数
と
も
か
な
り
異
な
り
、
そ
の
理
由
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
外
地
へ
の
就
職
者
は

第
一
回
卒
業
生
三
三
三
名
の
う
ち
の
二
三
○
名
、
全
体
の
六
九
・
一
％
を
占
め
、
第
二
回
卒
業
生
も
二
○
四
名
の
う
ち
一
五
六

名
が
外
地
へ
わ
た
り
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
七
六
・
五
％
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
満
州
を
は
じ
め
植
民
地
の
産
業
発
展

に
貢
献
す
べ
く
希
望
に
燃
え
て
海
を
渡
っ
た
若
者
を
多
く
排
出
し
た
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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ま
ず
、
一
九
四
○
年
度
末
の
四
一
年
二
月
に
川
中
昌
太
郎
学
長
が
辞
任
し
、
三
川
七
日
に
元
束
郁
帝
国
大
学
総
長
松
ル
元
興

が
本
学
学
長
と
な
り
、
田
中
昌
太
郎
元
学
長
は
法
政
学
科
長
と
し
て
留
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
人
事
異
動
が
進
め
ら
れ

る
川
に
、
二
Ⅱ
二
五
日
に
は
、
か
ね
て
申
請
中
の
学
則
変
更
が
認
可
さ
れ
、
新
年
度
か
ら
法
経
学
部
を
法
文
学
部
へ
名
称
変
更

し
て
法
政
学
科
（
一
部
・
二
部
）
を
慨
く
と
Ｍ
時
に
、
文
学
科
（
二
部
）
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
設
の
文
学
科
は

川
史
科
・
川
文
科
・
漢
文
科
・
地
山
科
の
四
科
か
ら
成
る
。
法
政
学
科
は
、
従
来
の
法
律
学
科
・
経
済
学
科
を
統
一
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
学
科
と
商
学
科
は
廃
止
さ
れ
た
。
予
科
三
年
制
も
同
時
に
廃
止
さ
れ
た
。

さ
ら
に
専
門
学
部
は
法
政
学
科
・
文
学
科
・
高
等
商
業
科
に
学
科
が
統
廃
合
さ
れ
た
。
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
で
は
、

先
に
触
れ
た
よ
う
に
航
空
発
動
機
科
と
自
動
車
工
学
科
を
機
械
工
学
科
に
併
合
し
て
機
械
工
学
科
の
定
員
を
一
○
○
名
と
し
、

他
方
、
採
鉱
冶
金
学
科
を
採
鉱
学
科
と
冶
金
学
科
と
に
分
か
ち
、
各
科
定
員
を
そ
れ
ぞ
れ
五
○
名
に
増
員
し
て
、
委
託
生
も
各

（
犯
）

三
○
名
人
学
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
学
則
は
川
一
年
凹
川
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
時
の
改
正
で
立
命
館
大
学
の
「
学
則
」
の
通
則
の
個
所
に
「
本
学
建
学
の
本
義
は
本
学
伝
統
の
立
命
館
の
禁
術
隊
の

１
一
九
四
一
年
度
の
学
制
改
革

ｆ
命
館
Ⅲ
満
尚
等
工
科
学
校
設
航
か
ら
三
年
川
の
一
九
州
一
年
度
は
、
全
岡
の
動
向
よ
り
も
一
歩
先
ん
じ
て
戦
時
色
の
濃
い

学
校
教
育
が
ｆ
命
館
全
休
を
覆
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
の
動
き
で
注
Ⅲ
す
べ
き
伽
項
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
学

書
げ
↓
ら
れ
る
（
噸
》 三

専
門
学
部
へ
の
改
組
と
そ
の
後



ハ
リ

精
神
に
在
り
と
す
」
と
明
記
し
、
各
学
科
共
通
科
目
に
一
冒
臣
道
実
践
」
（
各
学
年
週
一
時
間
）
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

立
命
館
の
専
門
学
校
、
中
学
校
な
ど
す
べ
て
の
学
校
組
織
で
も
建
学
の
精
神
と
し
て
「
禁
衛
隊
精
神
」
を
明
記
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
我
が
国
が
真
珠
湾
攻
撃
を
契
機
に
中
国
大
陸
か
ら
太
平
洋
地
域
に
戦
線
を
拡
大
す
る
ほ
ぼ
一
年
近
く
前
の
こ
と
で

あ
り
、
一
九
四
○
年
の
「
皇
紀
二
六
○
○
年
」
行
事
の
総
仕
上
げ
と
し
て
位
置
づ
く
決
定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
一
日
、

新
年
度
は
じ
め
の
日
に
立
命
館
禁
衛
隊
を
全
学
を
包
括
し
た
組
織
に
強
化
す
る
「
禁
衛
隊
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
年
の
六
月
八
日
に
は
国
防
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
教
育
機
関
の
な
か
で
も
比
較
的
早
く
戦
争
協
力
体
制
を
確
立

し
た
と
い
え
る
。
こ
の
年
、
文
部
省
は
大
学
の
在
学
年
限
短
縮
の
措
置
を
決
定
し
、
四
一
年
度
は
三
ヵ
月
、
四
二
年
度
は
六
ヵ

月
の
卒
業
繰
り
上
げ
が
通
達
さ
れ
た
。
ま
さ
し
く
こ
の
年
か
ら
戦
争
拡
大
に
一
挙
に
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
も
と
で
一
年
が
過
ぎ
、
四
二
年
の
年
明
け
一
月
二
○
日
に
学
長
松
井
元
興
、
京
大
教
授
山
田
正
三
、
代
議

士
小
笠
原
三
九
郎
、
前
学
長
田
中
昌
太
郎
の
各
氏
が
学
校
法
人
立
命
館
理
事
に
就
任
し
、
一
月
二
九
日
に
は
松
井
元
興
学
長
が

専
門
学
部
長
を
兼
任
し
て
専
門
学
部
の
統
轄
体
制
を
強
化
し
、
二
月
二
日
、
前
年
一
○
月
二
八
日
付
け
で
申
請
し
て
い
た
日
満

高
工
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校
へ
の
改
組
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
こ
に
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
お
よ
び
理
学
科
の

設
置
を
み
る
の
で
あ
る
。

２
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
へ
の
昇
格

こ
の
立
命
館
大
学
専
門
学
部
の
学
則
改
正
に
よ
り
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
は
三
年
制
の
専
門
学
部
に
改
組
さ
れ
、
立
命

館
大
学
専
門
学
部
の
一
つ
と
な
っ
た
。
工
学
科
は
機
械
工
学
、
電
気
工
学
、
応
用
化
学
、
採
鉱
冶
金
学
、
建
築
工
学
の
五
学
科
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か
ら
な
り
言
理
学
科
に
数
学
科
尋
物
理
学
科
一
一
化
学
科
の
三
学
科
と
し
た
＠
さ
ら
に
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
四
一
年
度

入
学
生
の
う
ち
第
二
学
年
に
進
級
の
決
定
し
た
二
○
九
名
に
対
し
て
は
専
門
学
部
工
学
科
第
二
学
年
に
編
入
で
き
る
よ
う
申
請

を
し
、
そ
れ
が
三
月
三
○
日
に
許
可
さ
れ
、
四
二
年
度
か
ら
正
規
の
理
工
系
専
門
学
校
が
立
命
館
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
日
満
高
工
は
四
三
年
三
月
末
日
、
前
年
度
に
専
門
学
部
に
編
入
し
な
か
っ
た
生
徒
の
卒
業
あ
る
い

は
専
門
学
部
へ
の
編
入
を
見
届
け
て
閉
校
し
た
。
そ
の
学
校
名
は
わ
ず
か
五
年
間
で
消
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
満
州
国
委
託
生
制
度
は
、
専
門
学
部
工
学
科
の
制
度
と
し
て
存
続
し
引
続
き
四
二
年
度
も
東
京
、
京
都
お
よ
び
福
岡
の
三

市
で
一
斉
に
入
学
試
験
を
実
施
し
た
。

こ
の
時
の
人
学
定
員
は
、
機
械
工
学
科
一
○
○
名
（
う
ち
五
○
名
は
満
州
国
委
託
生
、
以
下
各
学
科
毎
に
カ
ッ
コ
書
き
）
、

電
気
工
学
科
五
○
名
（
二
五
名
）
、
応
用
化
学
科
五
○
名
（
二
○
名
）
、
採
鉱
冶
金
学
科
一
○
○
名
（
五
五
名
）
、
建
築
学
科
五

（
開
）

○
名
（
二
五
名
）
の
合
計
三
五
○
名
で
あ
り
、
満
州
国
委
託
生
は
そ
の
う
ち
の
一
七
五
名
で
あ
っ
た
。
工
学
科
の
授
業
は
各
学

年
前
期
、
後
期
の
二
学
期
と
し
、
各
学
期
週
三
九
時
間
の
授
業
時
間
数
で
、
法
政
学
科
の
場
合
の
週
三
○
時
間
お
よ
び
「
訓
練
」

と
い
う
編
成
と
比
較
し
て
も
密
度
の
濃
い
授
業
計
画
で
あ
っ
た
。

な
お
、
四
二
年
度
か
ら
立
命
館
大
学
で
は
、
法
文
学
部
が
東
亜
法
政
学
科
と
束
仙
経
済
学
科
（
各
第
一
部
・
第
二
部
）
お
よ

び
東
亜
文
学
科
（
第
二
部
）
の
三
学
科
か
ら
な
る
編
成
と
な
っ
た
。
東
亜
文
学
科
に
は
国
体
学
科
、
史
学
科
、
国
文
学
科
が
置

か
れ
、
大
学
予
科
に
お
い
て
も
、
二
年
制
を
廃
し
て
三
年
制
に
戻
し
た
の
は
こ
の
年
か
ら
で
あ
る
。
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(その2）表4のつづき

|墨

３
．
立
命
館
専
門
学
校
へ
の
改
組

四
三
年
度
も
前
年
度
制
定
の
学
制
に

杏調

よ
っ
て
引
続
き
学
生
・
生
徒
を
受
入
れ

る華
渇
趣
し

た
が
、
四
三
年
一
○
月
二
二
日
付
け
で

誰
誰
池
マ
文
部
省
か
ら
教
育
に
関
す
る
「
戦
時
非

Ⅱ
の

常
措
置
」
が
通
達
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機

３
１
月
数
３
の

一
二
表
駁
計
に
全
国
の
私
立
大
学
は
さ
ら
に
大
き
な

馴
統
ｌ
も

「
し
ム
ロ

試
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
立
命

肋
場
川
柳
幅
館
で
は
文
科
系
学
部
・
専
門
学
部
の
縮

〃
し
学

拝
数
画
小
と
理
工
系
学
部
拡
充
の
国
家
政
策
に

弧
が
制

銚
剛
舗
噺
汲
沿
っ
て
、
川
四
年
度
か
ら
法
文
学
部
学

騨
鍛
秘
瑠
岬
生
の
新
入
生
受
入
れ
を
中
止
し
（
し
た

皿
旧
統
学
旧

蝿
燐
誕
噺
似
が
っ
て
、
大
学
予
科
一
年
生
の
人
学
者

峰
識
畦
麺
峨

弧
業
計
学
剛
な
し
）
、
専
門
学
部
を
立
命
館
専
門
学

ｌ
卒
集
門
剛

虫
、
に
専
ｆ

蜘
謬
壁
般
蝿
校
に
改
組
し
た
。
工
学
科
、
理
学
科
も

埜
樟
蝿
好
派
そ
の
一
分
科
と
な
る
Ｃ

Ｄ
の
の
所

注
牡
以
上
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
勃

学校名

[工業専門学校；

同志社工業専門学校

(京都

福知iliX業専門学校

(京都

摂南T業専門学校

(大阪

関西~I:業専門学曾板

(大リ

甲陽T業専門学駁

(兵匠

学科・昼夜間％

電気通信＊

機柚ボ

化学I三業ポ

電波兵器ポ

機械ボ

航空機*

化学~に業ポ

生産技術ド

工
恥
，
工
小
‐
エ
小
‐
謹
小
‐
手
小
Ⅱ

学
学
学
信

Ｔ
Ｔ
Ｔ
械
辿

木
築
気
気

土
建
電
機
砥

選科4

合諒

機械

造船

機械

化従謝

総潟

55

RR
UU

55

165

ｑ
色
亘
・
己
〔
侭
Ｕ
ハ
ト
〉
”
・
・
・
．
｜
、
患

ｎ
Ｕ
ｎ
凸
ｎ
台
ｎ
Ｕ
１
‐
且
ワ
‘
叩

’
１
↓
・
Ｉ
Ｌ
’
１
１
１
上
１
Ｉ
Ｌ
Ｒ
ｕ

286

267

234

97

97

98i

lS

lO()〔

150

1()6

1麓

2賎

第1

'学年

Ｉ
Ｅ
Ｌ
ｒ
処
ｆ

ｉ
ｆ
’
ｆ
ｌ

ｒ

１
１
・
１
１
１
１
１
上
１
１
一
ｈ
Ｕ

l（

l｛

1（

5（

51

.』■

11

1

2

、
“
白
ハ
抑
‐

第
学

９
９
７
６
６

２

２

第（

,里ルギ
」●･-L

ｆ
岨
’
．
一
・
一
ロ
１
ｔ
－
１
４

８
７
５
胴
１

人令

志願巻

１
１
１
１
１
４

４
６
６
７１
’
０
Ｊ
ｒ
‐
‐
Ｆ
Ｉ
Ｉ
‐
１
Ｊ
〃
Ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｌ

ｑ
Ｕ
Ｑ
唖
ハ
ｂ
ｑ
Ｕ
・
○
ぬ
１
上

心
○
川
畑
反
り
月
Ｕ
八
ｈ
）
Ｒ
ｕ２

lO4C

79；

1552

1710

270

5362

13

537（

283（

82

67

15（

崎
者

５
５
５
５

５
５
５
６

ｆ
２
、
“
ｆ
・
：
１
ｒ
ｌ

ｌ
ｌ
１
Ｌ
１
１
５

１
１
‐
Ｉ
く
ｔ
Ｌ
く
、

１

１

‐
‐
ｌ
‐

５
５

10

11

21

卒業

３
２
》
｝
一
砧
３
託

８
７

退学：

卒業者

１
１
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表4関西の私立専門学校理工系学科生徒数．入学者数・卒業者数（その1j
-l944ｲf度一 (単位：人）

の系のj/L|位の‘Yf命一超与でい教戦発
生を私イ1三一m侭私科館ノLええ概摘育争以
徒含立度文づ立／li専｜ﾉHてら観ん機期後
数む専版部け専徒門｜ﾙ｜いれしで関の、
を一門に省て門数学年るたて編の本い
比般学よ年お学を校度の紙き年歩学わ
較専校つ報こ校、!↑工にてihViた史みm>4
す門へてｰうのIIf学お一は・のを]君る
る学文、・なの科けど人すか極系太
と校・全九

%11mfr.X!'擁をA尚距、、-／理Ilil四

'禁櫛＆／
』】へｲ

［・般専門学

立命館専門学ｲ；

(京都I

大阪専門学脂

(大I坂）

関西学院専門学f

（丘i南．
、〆、F一J

光華女丁乙専門学順

(京都

樟蔭女子専門学帽

(大阪）

学科・昼夜Illﾙ｣：

数′学ノ

理化学1

応用化学1

機械ィ

採鉱イ

物理イ

化学イ

理工イ

新物理』化'¥2イ

機械科

電気科

化学1:業科

採鉱冶金科

土木科
白
白

予
測
学
関

数
物
化
地
糸公 計小邑、

生徒淵

総謝

30012;

22811（

304121

23211（

128060（

71502

7(150I

1401004(

l′141002I

l3910(）3（

1671004（

5050

78155018（

色U、

ｌ
‐
．
：
Ｉ
‐
’
０
４
’

４
３
７
‐
０
３
０

２
２
２
２
２
２

191

205

1794

200

１
１

‐
１
｜
咋
此

ｆ

蚕
不
雪
子

115t

100(

100’

100｛

80（

8(）’

#'1
7()0151
2

11

1J

1吋

|

第2

学印

壱
．
ザ
・
一
：
…
６
－
罷
窪
２

Ｑ
Ｍ
戸
０
ワ
ー
‐
⑪
０
ウ
”
‘
ｎ
ｏ
ｎ
「
》
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Ｑ
Ｕ
耶
十ｆ

第
学

５
１
８
３
３
０

８
３
３
９
４
９
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9’8？
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18252
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243()2

150

511717

Q／
J1i

7515＄
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7668
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7568
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5049
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5161530
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銘
昭
拓
一
ｍ

願老
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852

4374

ベ
誰
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一
熊
．
｜
（
・
岳
．
』
ざ
一
．
賭
《
一
色
ハ
ｈ
）

‐
０
人
１
０
《
１
１
▲
１
０
入
’
叩
‐
人
八
ｈ
）

’
１
１
ｔ
ｌ
上
０
１
１
、
１
１
１
１
１
↓
戸
ｈ
Ｕ

bI

菰

lOC

lO（

lOO

l0(、

5(）

貝原fl
JJ，」

10(1

1()C

lOO

8(）

8(）
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80

7()(）

2(）

ｎ
く
し
、
月
悩
ワ
ｉ

ｑ
Ｊ
．
ｑ
』
八
、
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壁
犀
幸
台

ス

．
．
‐
．
。
．
Ⅱ
Ｉ
‐
ｌ
、
線
Ｉ
●
ｒ
ｔ

Ｑ
Ｕ
ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｕ
“
４
．
．
〈
×
〕２

17に
JdL

８
６
４
１
９
９
２
５
４

６
５
７
６
７
４
５
６
０５

退学

卒業圭

10
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理
工
系
の
私
立
専
関
学
校
を
み
る
と
、
全
国
最
大
規
模
は
立
命
館
の
二
、
○
六
一
名
で
、
次
い
で
大
阪
専
閥
学
校
一
、
七
九

四
名
と
関
西
の
方
に
大
規
模
校
が
あ
り
、
東
京
の
大
手
は
日
大
一
、
五
三
二
名
、
早
稲
田
一
、
四
八
八
名
、
次
い
で
横
浜
専
門

学
校
の
一
、
一
七
六
名
で
あ
る
。
関
西
の
私
立
専
門
学
校
を
全
て
一
覧
に
す
る
と
表
４
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
は
工
業
専
門

学
校
と
一
般
専
門
学
校
の
な
か
で
理
工
系
の
学
科
を
設
置
し
て
い
る
学
校
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
関
西
大
手
私
立
大
学
に
関
係
す
る
専
門
学
校
に
つ
い
て
極
く
簡
単
に
触
れ
る
と
、
関
西
工
業
専
門
学
校
は
関
西
大
学

が
一
九
四
四
年
四
月
開
設
し
た
学
校
で
あ
る
が
、
戦
後
の
学
制
改
革
で
一
旦
廃
校
に
な
っ
た
。
同
大
学
が
戦
後
復
興
期
を
経
て

（
鋤
）

全
く
新
し
い
条
件
の
も
と
で
工
学
部
を
発
足
さ
せ
た
の
は
一
九
五
八
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。
関
西
学
院
大
学
で
は
一
九
四
三
年

五
月
に
理
事
会
で
自
然
科
学
系
の
学
部
新
設
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
が
、
「
戦
時
非
常
措
置
」
が
発
せ
ら
れ
た
後
、
専
門
学
部
・

学
科
の
増
設
の
か
た
ち
で
理
工
科
設
置
の
具
体
化
が
は
か
ら
れ
、
一
九
四
四
年
四
月
か
ら
開
設
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
理
工

科
は
修
業
年
限
三
年
と
し
、
航
空
機
科
（
入
学
定
員
一
○
○
名
）
、
合
成
化
学
科
（
五
○
名
）
、
製
薬
工
学
科
（
五
○
名
）
の
三

科
、
合
計
二
○
○
名
の
定
員
で
あ
っ
た
。
同
校
は
終
戦
後
の
四
六
年
に
理
工
専
門
部
に
再
編
、
さ
ら
に
四
九
年
に
は
修
業
年
限

大
の
生
徒
数
を
擁
し
て
い
た
這

一
校
で
最
大
規
模
の
学
校
は
日
本
大
学
専
腿
学
校
で
在
籍
生
徒
数
は
八
、
五
八
三
名
で
あ
る
曇
早
稲
田
大
学
は
専
門
部
、
高

等
師
範
部
お
よ
び
他
に
独
立
の
早
稲
田
大
学
専
門
学
校
と
三
校
を
擁
し
総
数
八
、
七
二
三
名
で
、
法
人
単
位
で
は
日
本
最
大
の

規
模
で
あ
っ
た
。
次
い
で
明
治
大
学
専
門
学
校
の
六
、
二
○
三
名
、
全
国
四
番
目
が
立
命
館
専
門
学
校
の
三
、
七
四
三
名
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
次
ぐ
専
門
学
校
は
関
東
で
は
法
政
大
学
専
門
学
校
三
、
六
三
三
名
、
中
央
大
学
専
門
学
校
三
、
五
九
八
名
で
、
関

西
で
は
大
阪
専
門
学
校
三
、
五
九
九
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
命
館
専
門
学
校
は
関
西
の
私
立
専
門
学
校
の
な
か
で
は
最
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二
年
の
専
侭
学
校
に
改
組
し
て
五
○
年
度
ま
で
存
続
し
た
』
し
か
し
五
○
年
四
月
に
同
専
侭
部
を
母
胎
と
し
て
短
期
大
学
応
用

化
学
科
を
新
設
し
発
展
の
道
を
辿
り
は
じ
め
た
矢
先
に
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
施
設
が
破
壊
さ
れ
、
初
年
度
入
学
生
を
送
出
し
て
五

（
郡
）

一
年
度
末
に
廃
校
し
、
理
工
系
の
教
育
機
関
は
姿
を
消
し
た
。

同
志
社
大
学
も
一
九
四
三
年
に
は
大
学
の
一
学
部
と
し
て
理
工
学
部
の
新
設
計
山
に
着
手
し
た
が
、
当
時
の
情
勢
か
ら
比
較

的
短
期
に
専
門
技
術
者
を
養
成
す
る
工
業
専
門
学
校
の
設
置
を
文
部
省
も
希
望
し
、
一
九
四
四
年
に
同
志
社
工
業
専
門
学
校
を

（
蛇
）

設
置
し
た
。
こ
れ
が
今
川
の
同
志
社
大
学
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
摂
南
工
業
専
門
学
校
が
一
定
の
歴
史
も
あ
り
、

生
徒
数
千
名
余
の
規
模
の
学
校
と
し
て
存
在
し
た
が
、
後
は
甲
陽
、
福
知
山
お
よ
び
、
女
子
の
光
華
、
樟
蔭
の
各
校
が
と
も
に

一
九
四
四
年
川
川
に
開
校
な
い
し
学
科
琳
設
を
お
こ
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
即
工
系
専
川
教
育
の

大
部
分
が
国
公
立
専
門
学
校
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
い
て
、
一
九
三
七
年
の
段
階
か
ら
理
工
系
専

門
学
校
の
投
置
を
追
求
し
て
き
た
立
命
館
の
歩
み
は
棚
め
て
特
異
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
あ
ら
た
め
て
見
血
さ
れ
て
よ
い
。

ｌ
満
州
国
委
託
生
制
度
の
改
訂

最
後
に
、
満
州
国
の
終
罵
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
る
こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
若
干
言
及
を
し
て
お
こ
う
。

一
九
四
二
年
四
月
、
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
が
設
置
さ
れ
た
時
に
「
満
州
国
政
府
委
託
生
徒
特
別
規
定
」
が
制
定
さ

れ
、
従
来
の
規
定
の
う
ち
満
州
国
の
委
託
生
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
「
在
学
中
総
額
七
二
○
円
を
毎
月
分
割
支
給
す
」

四
満
州
国
委
託
生
制
度
の
終
罵
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と
定
額
支
給
の
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
実
質
的
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
授
業
料
・
寄
宿
舎
費
等
は
委
託
生
か
ら
徴
収

し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
同
等
の
補
助
機
能
を
果
た
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
卒
業
後
の
満
州
国
に
お

け
る
就
業
義
務
年
限
は
「
在
学
年
限
の
二
倍
」
と
改
訂
さ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
一
九
四
四
年
二
月
一
二
日
に
理
事
会
に
お
い
て
、
在
満
子
弟
の
委
託
生
と
し
て
の
受
入
れ
枠
を
別
途
、
用

意
す
る
方
策
を
鴨
り
込
ん
だ
委
託
生
制
度
の
刷
新
要
綱
案
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
原
案
は
満
州
国

政
府
の
側
で
作
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

生
旅
力
増
強
ノ
於
枠
ダ
ル
技
能
者
巾
特
二
高
級
技
術
員
ノ
補
給
ノ
ー
途
ト
シ
テ
康
徳
五
年
財
川
法
人
立
命
館
卜
協
力
シ
設

立
シ
タ
ル
専
門
学
部
工
学
科
二
委
託
セ
ル
満
州
国
委
託
生
ノ
制
度
二
付
イ
テ
ハ
過
般
実
施
セ
ル
監
査
ノ
結
果
二
徴
シ
左
二
依

り
之
力
刷
新
ヲ
図
リ
以
テ
中
堅
技
術
員
ノ
確
保
ニ
如
何
ナ
キ
ヲ
期
セ
ン
ト
ス

一
二
委
託
能
ハ
人
物
識
見
共
二
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
員
二
満
州
国
産
業
開
発
二
適
進
ス
ル
者
ト
シ
之
力
設
定
二
当
リ
テ
ハ

一
、
委
託
生
定
員
数
ハ
一
学
年
一
七
五
名
ト
シ
各
科
ノ
員
数
二
付
イ
テ
ハ
各
新
学
年
毎
二
需
給
状
況
等
諸
般
ノ
事
情
ヲ
考
慮

聞
く
序
１

両
皇
埼
似

万シ
郡
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

「
血
命
館
人
学
専
門
学
部
工
学
科
満
州
国
委
託
制
度
刷
新
要
綱
」

康
徳
十
一
年
一
月
民
生
部

針
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満
州
国
政
府
二
協
議
ス
ル
ト
共
二
変
更
及
取
消
ア
リ
タ
ル
場
合
ハ
之
ヲ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

尚
優
秀
ナ
ル
在
満
子
弟
ノ
進
学
ノ
方
途
ヲ
講
ス
ル
為
満
州
国
二
於
テ
モ
募
集
詮
衡
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

三
、
訓
育
二
付
イ
テ
ハ
満
州
旧
ノ
特
殊
事
情
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
為
学
科
Ⅲ
内
容
二
特
二
満
州
識
義
ヲ
増
加
ス
ル
ト
共
二
奥
期

二
於
ケ
ル
実
習
二
付
テ
ハ
満
州
国
建
設
勤
労
奉
仕
隊
員
ト
シ
テ
参
加
シ
満
州
国
内
工
場
、
事
業
場
等
二
於
テ
之
ヲ
行
う
如

五
、

土
日

一
、
本
要
綱
ハ
康
徳
ト
ー
年
四
月
一
日
ヨ
リ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

ニ
、
要
領
（
二
）
ノ
項
二
付
テ
ハ
民
生
部
二
於
テ
一
定
数
ヲ
推
薦
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

三
、
要
領
（
五
）
ノ
給
費
額
ハ
本
年
度
限
り
、
一
、
二
年
生
毎
月
三
十
川
、
三
年
小
川
十
円
（
Ｌ
ハ
カ
川
間
）
ト
ス

委
託
生
二
支
給
ス
ル
給
費
ハ
毎
月
ノ
在
籍
人
員
二
応
シ
立
命
館
ノ
請
求
二
基
キ
Ｈ
満
鉱
工
技
術
員
協
会
ョ
リ
之
ヲ
支
給
セ

シ
ム
但
シ
定
員
卜
実
員
ノ
差
二
依
り
生
シ
タ
ル
給
費
残
額
ハ
之
ヲ
満
州
国
政
府
仙
二
立
命
館
卜
協
議
ノ
上
委
託
制
度
活

用
ノ
為
二
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
寄
宿
舎
費
ハ
其
ノ
実
費
ヲ
委
託
生
ノ
負
担
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

五
、
本
要
領
ノ
連
用
二
当
リ
テ
ハ
満
州
国
政
府
主
務
官
庁
、
駐
日
満
州
国
大
使
館
、
Ｈ
満
鉱
工
技
術
員
協
会
、
財
団
法
人
立

命
館
等
相
互
二
連
繋
ヲ
採
り
実
施
二
遺
漏
無
キ
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
委
託
生
ニ
ハ
全
寮
制
度
ヲ
実
施
シ
専
任
ノ
舎
監
ヲ
配
シ
徹
底
セ
ル
集
団
生
活
那
練
ヲ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

五
、
委
託
生
二
対
シ
テ
ハ
授
業
料
、
実
習
其
他
経
費
二
充
当
セ
シ
ム
ル
為
一
定
金
額
ヲ
卒
業
迄
給
費
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

ク
老
亨
慮
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

置
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こ
の
よ
う
な
学
生
の
就
学
実
態
、
戦
時
下
の
理
工
系
専
門
学
校
生
徒
の
勤
労
動
員
、
工
場
動
員
の
実
情
な
ど
は
、
さ
ら
に
詳

細
な
調
査
を
進
め
、
よ
り
具
体
的
に
実
相
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
今
後
に
残
さ
れ
て
た
課
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
・
隈
部
論
文
か
興
味
あ
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る
の
で
言
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
四
四
年
度
に
三
○
名
、
四
五
年
度
も
二
○
名
ほ
ど
、
在
満
の
子
弟
が
進
学
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
満
州
国
政
府
は
一

九
四
五
年
八
月
一
八
日
、
通
化
省
大
栗
子
の
鉱
業
所
住
宅
に
お
い
て
重
臣
会
議
を
開
き
、
「
満
州
国
」
の
解
体
と
皇
帝
の
退
位

を
決
定
し
た
。
こ
の
後
、
八
月
二
三
川
に
は
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
も
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
い
て
解
散
を
決
定

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
機
に
立
命
館
に
対
す
る
満
州
国
政
府
委
託
金
も
満
州
国
生
徒
給
費
も
支
払
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

一
九
四
四
年
度
人
学
と
川
五
年
度
入
学
の
満
州
旧
民
政
部
派
遣
の
委
託
生
は
在
満
の
父
母
と
も
連
絡
が
と
れ
ず
困
窮
し
た
が
、

そ
の
生
徒
の
な
か
か
ら
有
志
が
集
ま
り
在
外
父
兄
救
出
学
生
同
盟
を
結
成
し
、
立
命
館
で
は
、
理
事
会
と
交
渉
し
、
一
な
い
し

二
年
間
、
授
業
料
の
免
除
を
受
け
て
、
約
四
○
名
ほ
ど
の
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
し
な
が
ら
無
事
卒
業
で
き
た
と
い
う
こ
と

二
年
間
霊（肌

）

で
あ
る
。

ｼ士
Ll－ 六

立
命
館
ハ
委
託
制
度
ノ
運
営
ヲ
図
ル
為
委
託
生
ノ
収
容
施
設
ヲ
速
二
整
備
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（
１
）
本
学
献
雲
立
五
○
周
年
を
期
し
て
編
集
さ
れ
た
「
立
命
館
餅
立
五
十
年
史
」
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書

の
第
四
章
第
四
節
「
高
等
工
科
学
校
の
創
立
か
ら
日
満
高
工
へ
」
、
四
七
八
頁
以
下
参
照
。
ま
た
「
立
命
館
理
工
学
部
六
十
五
年
小
史
」
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（
６
）
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
一
集
雲
七
五
頁
二
私
立
宙
一
気
工
学
講
習
所
継
承
承
諾
書
」
（
京
都
府
学
務
課
一
三
学
第
一
二
九
号

日
付
、
一
九
二
八
年
二
Ⅱ
二
四
日
」
）
参
照
。

（
７
）
「
立
命
館
工
科
学
校
校
則
」
第
一
条
、
「
立
命
館
要
覧
」
（
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月
現
在
）
所
収
、
一
七
○
頁
。
こ
の
校
則
は
、

立
命
館
よ
り
京
都
府
知
事
宛
に
願
い
出
た
電
気
工
学
講
習
所
継
承
申
請
害
の
際
に
添
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
も
っ
と
も
、
入
学
資
格
は
、
第
一
の
中
学
卒
業
生
の
他
、
「
第
二
、
甲
種
程
度
を
以
て
授
業
す
る
公
私
立
実
業
学
校
卒
業
者
。
第
三
、
本

校
に
お
い
て
施
行
す
る
検
定
試
験
に
合
格
せ
る
者
。
第
四
、
本
校
の
詮
衡
を
経
た
る
者
」
と
学
則
の
第
八
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
工
科

（
一
九
八
○
（
昭
和
六
五
）
年
刊
）
も
こ
の
記
述
に
基
本
的
に
準
拠
し
て
、
簡
潔
な
要
約
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
原
正
敏
・
隅
部
智
雄
「
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
局
面
（
Ｖ
）
ｌ
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
ｌ
」
、
「
千
葉
大
学
教
育

学
部
紀
要
」
第
四
一
巻
、
第
二
部
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
二
月
。
な
お
、
原
正
敏
氏
は
こ
の
論
文
の
前
に
大
森
機
械
工
業
徒
弟
学
校
、

秋
田
日
満
技
術
工
養
成
所
、
九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
、
酒
Ⅲ
日
術
技
術
工
養
成
所
な
ど
、
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
傘
下

の
各
学
校
史
を
研
究
・
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
論
文
は
日
本
と
「
満
州
国
」
と
の
鉱
工
業
技
術
員
養
成
政
策
の
実
際
を
知
る
に
貴
重
な

論
考
の
一
部
と
し
て
、
立
命
館
Ⅲ
柵
高
等
工
科
学
校
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
「
立
命
館
創
立
五
十
年
史
」
、
一
九
五
三
年
、
四
七
九
頁
。

（
４
）
『
立
命
館
大
学
理
Ｌ
学
部
’
八
○
年
の
歩
み
』
、
一
九
九
三
年
二
月
、
八
頁
。

（
５
）
「
立
命
鮪
八
十
五
年
史
略
年
表
」
、
一
五
頁
。
な
お
、
学
籍
簿
を
含
め
た
誰
習
所
の
備
品
等
一
切
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ
り
、
立
命
館
大

学
雌
工
学
部
の
前
身
と
し
て
電
気
工
学
講
習
所
が
正
式
に
位
置
づ
き
、
同
学
部
の
起
源
が
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月
八
日
と
な
っ
た

の
で
隼
の
る
○



序
ｊ
Ｏ

学
校
独
自
の
詮
衡
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
巾
学
校
卒
業
生
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
入
学
で
き
る
と
し
て
い
た
。

（
９
）
同
校
の
学
則
の
全
文
は
「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
」
第
一
集
、
立
命
館
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
七
五
～
七
九
頁
を
参
照
。

（
Ⅲ
）
京
都
府
文
書
「
昭
和
十
三
年
私
立
学
校
学
務
課
」
綴
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）
［
昭
一
三
’
八
四
、
二
○
五
］
「
三
学
四
八

九
号
立
命
館
高
等
工
科
学
校
一
件
」
。

（
皿
）
倉
橋
勇
蔵
「
酒
徒
ま
ん
だ
ら
」
（
手
記
〈
未
定
稿
〉
、
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
寄
託
架
蔵
）
、
第
六
章
第
一
節
．
石
原
莞
爾
」
の
項
。

こ
の
手
記
に
よ
る
と
、
当
時
貴
族
院
議
員
で
も
あ
っ
た
巾
川
小
十
郎
が
一
九
三
七
年
早
春
に
海
軍
舞
鶴
要
薙
司
令
官
で
あ
っ
た
石
原
莞
爾

巾
将
の
も
と
に
満
州
国
鉱
工
技
術
員
養
成
制
度
に
よ
る
技
術
者
養
成
校
を
立
命
館
に
設
置
で
き
る
よ
う
要
請
し
、
そ
の
働
き
か
け
が
効
を

奏
し
て
実
現
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
計
画
の
実
現
に
は
満
州
国
協
和
会
東
京
事
務
所
の
浅
原
健
三
、
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
助
教
授
隈
部

一
雄
、
陸
軍
主
計
部
高
橋
主
計
小
佐
お
よ
び
松
村
（
松
崎
貞
次
郎
の
こ
と
か
）
等
と
の
協
議
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

事
実
と
す
る
と
、
電
気
工
学
誰
習
所
継
承
の
件
が
理
事
会
に
は
か
ら
れ
る
以
削
か
ら
巾
川
の
満
州
国
鉱
工
技
術
者
養
成
校
設
置
柵
想
が
あ
っ

し
か
し
、
三
七
年
早
春
に
郷
鵬
へ
、
当
時
参
謀
本
部
第
一
部
長
で
あ
っ
た
石
原
少
将
（
巾
将
で
は
な
い
）
を
訪
問
し
た
と
い
う
の
は
史

実
と
し
て
疑
問
で
あ
る
。
他
方
で
、
一
九
三
九
年
五
月
に
東
京
憲
兵
隊
本
部
特
高
課
か
ら
、
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
は
満
州
国
委
託

生
を
受
入
れ
、
同
国
か
ら
補
助
金
を
引
き
出
す
た
め
に
設
立
し
た
学
校
で
は
な
い
か
と
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、
当
時
七
四
才
で
あ
っ
た
巾

川
小
十
郎
が
自
ら
そ
の
尋
問
に
対
す
る
答
弁
書
を
書
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
立
命
館
が
理
工
系
の
教
育
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
学
園

百
年
の
計
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
立
命
館
高
等
工
科
学
校
の
整
備
計
画
実
施
巾
に
、
満
州
国
の
鉱
工
技
術
者
養
成
制
度
の
具
体
化
が
並
行
し

た
こ
と
に
な
る
。



庁
Ｉ

（
唯
）
高
等
工
科
学
校
へ
の
小
山
上
総
町
校
舎
転
川
に
よ
り
立
命
館
問
業
学
校
の
二
八
年
度
以
降
の
入
学
定
員
に
し
ば
ら
く
藤
城
す
る
旨
の
申

請
が
同
時
に
京
都
府
へ
提
出
さ
れ
た
。

（
旧
）
立
命
館
高
等
工
科
学
校
認
可
時
の
学
則
第
四
四
条
の
但
書
で
「
昭
和
十
二
年
十
月
以
川
の
人
学
者
に
関
し
て
は
、
…
（
略
、
諸
条
の
改

止
…
筆
者
）
に
拘
ら
ず
価
従
前
の
規
則
に
よ
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
な
お
、
立
命
館
工
科
学
校
の
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
の
は
一

九
四
○
年
三
月
で
あ
り
、
そ
れ
を
機
に
同
校
は
閉
校
す
る
こ
と
と
し
た
（
前
掲
、
注
（
的
）
の
文
書
参
照
）
。
な
お
、
「
立
命
館
大
学
理
工

学
部
六
十
五
年
小
史
」
巻
末
の
卒
業
生
数
の
推
移
に
関
す
る
こ
の
年
次
の
統
計
は
誤
り
で
あ
る
。

（
ｕ
）
京
都
府
文
書
「
昭
和
十
四
年
私
立
学
校
学
務
課
」
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
［
昭
一
川
’
八
四
、
一
’
二
、
二
○
七
］
「
立
命
館
高

等
工
科
学
校
校
長
任
用
の
件
」
（
日
付
一
九
三
九
年
一
月
二
六
日
）

て
登
場
し
て
き
た
の
で
、
両
者
の
関
係
は
当
初
は
無
関
係
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
受
入
れ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
現
に
立
命
館
日
満
高
等

工
科
学
校
は
国
内
の
産
業
振
興
に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
学
校
と
し
て
入
学
定
員
を
確
保
し
、
そ
の
う
え
に
満
州
国
委
託
生
の
受
入
れ

枠
を
設
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
嫌
疑
を
受
け
る
理
由
は
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
（
「
陸
軍
関
係
被
嫌
疑
事
件
に
関
す
る
証
人

と
し
て
の
答
弁
害
」
〈
草
稿
〉
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
架
蔵
）
。
た
だ
し
、
巾
川
小
十
郎
は
年
米
の
考
え
と
し
て
満
州
側
の
産
業
発
展
に
貢

献
す
る
技
術
者
の
養
成
を
は
か
り
、
そ
の
理
想
を
実
現
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
同
校
創
立
以
来
、
式
典
の
度
毎
に

そ
の
心
巾
を
彼
猟
し
て
い
た
。
石
原
光
鯛
が
郷
鶴
要
塞
司
令
官
に
袖
任
さ
れ
た
の
が
二
八
年
一
二
川
、
巾
将
へ
の
昇
任
は
翌
三
九
年
八
川

で
あ
り
、
倉
橋
勇
蔵
の
手
記
に
あ
る
巾
川
の
舞
鶴
訪
問
が
事
実
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
倉
橋
の
記
憶
違
い
で
、
立
命
館
日
満
高
等
工
科

学
校
へ
の
改
組
間
迦
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
二
八
年
秋
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
さ
さ
ら
に
Ｉ
寧
な
検
討
が
必

要
で
，
あ
る
。



ワ
Ｊ
１

（
別
）
松
本
岐
一
…
立
命
館
八
○
年
余
話
（
そ
の
七
一
）
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
・
四
一
二
周
年
’
一
九
三
八
～
一
九
三
九
年
の
こ
ろ
ｌ
」
（
「
立
命
館
学

剛
広
報
」
第
二
九
号
所
収
）
に
こ
の
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
小
論
に
は
、
一
九
三
九
年
三
月
頃
の
「
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学

校
校
舎
見
取
図
」
と
し
て
、
「
学
校
報
告
」
（
第
一
回
）
巻
末
の
添
付
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
総
敷
地
一
万
三
○
一
三
坪
、
建
物
総

坪
数
三
二
六
七
坪
の
校
舎
の
収
得
を
み
た
の
が
、
お
お
よ
そ
の
頃
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
胆
）
「
立
命
館
八
十
五
年
史
略
年
表
」
、
一
六
頁
。
こ
れ
は
土
地
台
帳
よ
り
確
認
。
た
だ
し
、
「
昭
和
十
三
年
度
財
団
法
人
立
命
館
事
業
報
告
」

で
は
、
田
巾
重
二
郎
所
有
地
三
、
一
四
○
坪
と
隣
接
地
七
○
坪
を
買
収
と
あ
り
、
合
計
三
、
一
二
○
坪
を
買
収
し
た
こ
と
に
な
る
。
買
収

費
は
七
万
七
、
八
二
○
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
面
積
の
差
が
出
る
理
山
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

（
岨
）
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
三
月
七
日
付
、
立
命
館
理
事
中
川
小
十
郎
か
ら
京
都
府
知
事
鈴
木
敬
一
宛
「
立
命
館
高
等
工
科
学
校
校
舎

改
築
移
雁
の
件
開
叩
」
の
添
付
文
菩
（
一
九
三
九
年
三
月
三
○
日
付
、
京
都
府
知
事
鈴
木
敬
一
か
ら
文
部
大
臣
荒
木
貞
夫
宛
「
立
命
館
日

満
高
等
工
科
学
校
々
舎
の
件
」
の
綴
）
、
国
立
公
文
書
館
収
蔵
［
文
部
省
四
七
三
Ａ
’
一
二
・
二
’
二
九
○
八
］

（
Ⅳ
）
「
京
都
Ⅱ
川
新
聞
」
、
一
九
三
九
年
一
川
一
二
日
朝
刊
の
記
事
「
若
き
技
術
家
養
成
、
立
命
館
の
高
等
工
科
学
校
を
拡
充
、
満
州
へ
の
有

為
の
士
送
る
」
は
、
お
そ
ら
く
同
校
の
学
則
改
正
が
申
請
さ
れ
、
認
可
の
見
通
し
が
つ
い
た
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
日
満
鉱
工
技

術
員
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
原
肌
敏
・
隈
部
智
雄
「
戦
時
下
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
局
而
（
Ⅳ
）
」
、
『
千
葉
大
学
教
育
学
部
記
諏
ご

第
四
○
巻
第
二
部
、
一
九
九
二
年
、
一
五
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
旧
）
前
掲
、
注
（
岨
）
の
文
書
参
雌
。

（
岨
）
「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
一
集
、
八
二
頁
所
収
の
「
六
三
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
に
対
す
る
満
州
国
政
府
補
助
金
に

関
す
る
件
」
参
照
。



７
１

（
別
）
原
止
敏
・
隈
部
智
雄
、
前
掲
論
文
、
一
五
二
～
一
五
四
頁
参
照
。

（
犯
）
「
厳
命
雌
Ⅲ
洲
尚
呼
匝
科
学
校
椛
併
」
第
一
川
、
二
七
頁
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
い
ろ
い
ろ
不
川
脈
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
削
掲

注
（
岨
）
の
文
書
に
は
三
八
年
度
末
の
高
等
工
科
学
校
在
校
生
は
第
一
部
（
昼
間
部
）
一
八
二
名
、
第
二
部
（
夜
間
部
）
四
六
名
、
合
計

二
二
八
名
と
、
爪
科
学
校
唯
（
役
Ⅲ
）
八
九
名
と
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
高
等
Ｋ
科
学
校
の
生
徒
一
〃
一
名
が
三
九
年
度
の
人
学
生
に
加
え

る
と
、
山
八
山
名
以
ｔ
が
三
九
年
皮
の
二
年
制
課
程
の
節
一
学
年
生
徒
数
と
な
る
。
し
か
し
、
四
一
年
三
凡
の
卒
業
生
数
は
二
年
制
課
邪

二
二
○
（
う
ち
委
託
小
一
二
六
）
名
、
三
年
制
課
程
昼
夜
合
わ
せ
て
一
三
近
名
と
卒
業
式
の
際
の
水
野
校
長
訓
示
の
な
か
に
あ
る
。
両
者

を
合
計
し
て
も
ニ
バ
Ⅲ
名
で
あ
り
、
叫
八
川
名
に
は
と
う
て
い
届
か
な
い
数
で
あ
る
。
実
際
は
、
高
等
工
科
学
校
で
一
年
修
学
し
た
生
徒

は
、
立
命
館
、
満
尚
等
工
科
学
校
の
三
年
制
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
二
年
次
生
と
し
て
編
入
す
る
か
、
二
年
制
課
程
の
諸
学
科
に
編
入

す
る
か
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
、
二
年
課
牌
細
人
に
際
し
て
は
満
州
川
委
託
生
へ
の
受
験
も
含
め
て
川
受
験
の
手
続
き
を
と
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
を
確
認
す
る
文
書
は
な
い
。

（
詔
）
こ
の
こ
と
に
剥
し
て
は
、
立
命
雌
、
年
史
細
纂
室
架
戯
の
二
つ
の
文
仰
、
「
立
命
館
Ⅲ
満
高
等
工
科
学
校
卒
業
北
待
遇
の
件
」
「
吹
命
鮒

日
満
高
等
工
科
学
校
卒
業
生
待
遇
改
善
に
関
す
る
要
求
害
」
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（
別
）
「
立
命
館
八
十
〃
年
史
資
料
集
』
節
一
集
八
一
頁
。

（
妬
）
「
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
報
告
」
第
一
川
、
一
九
Ｗ
○
年
六
川
唄
か
、
九
九
～
一
○
○
頁
。

（
邪
）
「
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
報
告
」
第
一
川
、
二
四
頁
。

（
”
）
「
立
命
館
Ｈ
満
高
等
工
科
学
校
報
告
』
第
三
川
、
一
九
四
一
年
九
Ⅱ
、
お
よ
び
「
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
報
告
」
（
第
四
回
）
、

一
九
四
二
年
九
月
、
の
卒
業
生
就
職
先
名
簿
よ
り
集
計
。
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（
醍
）
一
《
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
報
告
」
第
三
回
、
六
二
頁
唇

（
羽
）
「
一
九
四
一
年
度
財
団
法
人
立
命
館
事
業
報
告
」
に
よ
る
。
な
お
、
「
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科
報
告
」
（
第
四
回
）
、
一
○
頁
掲
載

の
学
科
別
生
徒
数
（
四
二
年
六
月
一
五
日
調
べ
）
で
は
、
四
二
年
度
人
学
生
の
実
数
は
委
託
生
一
六
六
名
、
普
通
生
一
二
○
名
、
合
計
三

七
六
名
で
あ
る
。

『
関
西
大
学
百
年
史
」
通
史
編
下
巻
、
一
九
九
二
年
、
二
六
頁
以
下
参
照
雪

「
関
西
学
院
七
十
年
史
』
、
一
九
五
九
年
、
三
二
四
～
三
三
四
頁
。

「
同
志
社
百
年
史
」
通
史
編
二
、
一
九
七
九
年
、
二
五
八
～
二
六
三
頁
。

「
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
』
庶
務
綴
（
立
命
館
大
学
百
年
史
編
纂
室
架
蔵
）
。

原
正
敏
・
隈
部
智
雄
、
前
掲
論
文
、
一
八
一
頁
。

（
産
業
社
会
学
部
教
授
・
百
年
史
編
纂
室
副
室
長
）


